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は　じ　め　に
　周知のとおり，中国は，1956年「漢字簡化方案」の公布後も，さらに4次にわたって簡化の枠
をひろげ，1964年『簡化字総表』の集大成を見ている。今日中国の出版物を通じてわれわれが目
にする簡体字は，すべてこの『簡化字総表』にもとつく。
　だが中国がこれをもって漢字の簡略化に終止符をうったわけではなく，さらに大胆な簡略化を
めざして大衆的な議論をよびおこしており，さらなる文字改革の準備がすすめられていることを，
昨年来の『光明日報』は具体的に伝えている。
　本稿では，この一年来の文字改革をめぐる議論を考察しっつ，今後の文字改革の方向をさぐっ
てみたいと思う。
1．文字改革の歩み
　1．新中国の文字改革
　ところで新中国の文字改革の歩みをふりかえって見るとき，文字改革に対するなみなみならぬ
意欲を見てとることができる。
　中華人民共和国政府は，1949年10月，建国と同時に中国文字改革協会を発足させ，いち早く文
字改革に取り組んでいる。その後文字改革協会は，1952年2月，中国文字改革研究委員会に改組
され，さらに1954年12月，中国文字改革委員会に改組されて今日に至っているが，1955年1月，
文字改革委員会は「漢字簡化方案草案」を発表し，っいで1956年2月「漢語併音方案草案」を発
表した。これらの草案は広く意見を求めて修正が加えられた結果，「漢字簡化方案」の方は，1956
年1月，国務院によって公布された。「漢語併音方案」の方は，1958年2月，全国人民代表大会で
承認された。
　これよりさき1958年1月，周恩来は『当前文字改革的任務』と題して報告を行い，当面の文字
改革の任務は，漢字の簡略化，「普通話」の普及，「漢語排音方案」の制定と実施であると述べて
いる。このように中国で「文字改革」というとき，それは単に文字の改革，つまり漢字の簡略化
だけを指しているのではない。留意されねばならないことは，①漢字の簡化，②普通話の普及，
③漢語ff音方案の実施の三点を包括した内容をもっていることである。
　すでに毛沢東は1951年「文字必須改革，要走世界文字共同的併音方向」と言い，文字がどうし
ても改革されねばならないこと，世界の文字と共通の表音一ローマ字の方向に進まねばならな
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いことを説いている。今日の文字改革を進めるうえで，毛沢東のこのことばが最高の指針と仰が
れているのだが，今のところ文字の改革としては，漢字の簡略化の段階にとどまり，併音は漢字
の学習と普通話の普及をたすける手段として用いられているだけである。しかし目標は明確にす
えられており，いつの日か一それは100年さきか，200年さきか，それとも1000年さきになるか，
今は予想の限りではないが，漢字に代わってローマ字で漢語が表記される時代が来ることは確か
なのである。
　だがローマ字化のためには，普通話の普及の問題が先に解決されていなければならない。中国
における方言と方言の間のへだたりの大きさは，われわれ日本人には想像を絶するものがあり，
8億中国人民の間には，なお』依然として言語の壁が厳しく存在する。なればこそ1958年に出され
た「一切幹部要学普通話」という毛沢東の指示が，現在もなお繰りかえし叫ばれなければならな
いゆえんでもある。　「すべての幹部が普通話を学ばねばならない」ということが言われているこ
と自体，うらをかえして言えば，幹部の中にまだ普通話の修得を基本的に解決していない者が，
今なお』多数存在していることを裏づけるものであって，幹部だけでも普通話を会得してほしいと
いう，悲願にも似た気持ちを，ここにこめていると見ることは，皮肉に過ぎるであろうか。
　ともかく中国が現実に方言問の大きな障碍を抱えている限り，普通話の普及が，緊急の課題で
あることは言うまでもない。そうなると普通話の普及に当たっては，併音のたすけを借りて教授
され，学習されることが，有効適切な方法となる。だからこれまでも排音によって，漢字と普通
話の教育がすすめられてきた。従って現時点では，漢字を廃して，ただちにローマ字化を図るよ
うな段階に達しているわけではない。
　このように中国の「文字改革」は，漢字の簡略化，普通話の普及，漢語併音方案の実施が三位
一体となって推進されているのだが，決して順風満帆で進行しているわけではなく，後述するよ
うに多くの問題をかかえながら悪戦苦闘しているのが実情である。
　しカ・し，ともかく漢字の簡略化では，1964年5月の『簡化字総表』に集大成された如く，現在
では，少なく見積っても2，322字にのぼる簡化字が，正式に用いられているのである。（1）
　たとえば「豊」の如く18画の筆画数のものが，わずか4画の「羊」に簡略化されたように，漢
字の簡化は，広はんな人民大衆から非常な歓迎を受けた。ちなみに「漢字簡化方案」第1表と第
2表で簡略化された544字の繁体字の筆画総数は合計8，745画で，1字平均16．08画だったが，簡略
化されて515字に整理され，筆画総数も4，206画に半減し，1字平均8．16画となっている。また第
1表，第2表に限ってみると，10画以下のものは，繁体字ではわずか34字しかなかったのに，簡
体字では409字に激増し，逆に12画以上のものは繁体字で475字もあったのが，簡体字では71字に激
減させている。（2）
　このように簡体字は，漢字書写の労力を半減することになったので，広はんな大衆から熱烈に
支持されたことは言うまでもない。特に児童や文盲の教育に際し，漢字習得の負担を著しく軽減
したわけだから，その後の識字教育にとって，はかり知れぬ福音となったであろうことは，想像
にかたくない。
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　2．最近の動向
　しかし1964年，これまでの簡化字の総まとめである「簡化字総表」が出されてからの文字改革
の動向は，あまり伝えられていない。その間プロレタリア文化大革命が起こり，その方面の消息
をほとんど得ることができなかったからである。
　ところが1972年4月，雑誌『紅旗』に郭沫若の「急様看待群衆中新流行的簡化字」なる一文が
発表され，大衆の中で行われている略字の状況について，その一端をうかがい知ることができる
ようになった。
　これによると，大衆の中で行われている，いわゆる「新流行漢字」の中には，いろいろな問題
があるようで，たとえば「工人」を「互及」の如く，かえって繁体字の方向に逆もどりさせるよ
うな悪しき例も行われていることや，東北では，かっての「満洲」時代のなごりか，「沢」「伝」
などの如く，日本の略字も広く通行し，今や中国の正字である簡体字降」「侍」「鞍」と対立し
ているようなことも記されている。こんなところにも，日本の侵略の爪あとが，30年の歳月を経
てもなお民衆の生活の中に生きていることに驚かされる。だが悪例といわれるものを含めて「新
流行」の漢字は，いろいろ問題をかかえながらも，大衆の手でどんどん進められていたことや，
民間において文字改革に関する議論が盛んに行われていたことがわかって，非常に興味深かった。
　ところが1973年5月，北京の新聞『光明日報』が「文字改革」専欄を復活させ，文字改革工作
の専門家はもとより広く大衆にも論壇を解放し，文字改革をめぐる論議を公開してくれた。　『光
明日報』の「文字改革」専欄は，その後も毎月10日と25日の2回，定期的に一面全部をさいて行
われており，この3月10日現在で47期を数えるに至っている。
　このように「文字改革」専欄が復活し，文字改革の実践や研究が熱心に報告され，盛んに論議
が闘わされるようになったのは，それだけ文字改革に対する大衆の関心が高まったことを物語る
もので，これをもってしても文字改革の新たな進展を予想させるに十分である。しかも今や文字
改革が批林批孔運動の一翼に位置づけられて進められていることから見ても，現状打破の重点目
標の一つに文字改革の問題が設定されているようだ。それだけに一層これに取り組む中国人民の
意気ごみを見てとることができ，今後の文字改革の進展にますます興味をそそられる。
　また今日の孔子批判が，郭沫若の古代史に関する時代区分の問題に端を発したことを考え合わ
せる時，文字改革委員会の責任者のひとりであることを念頭においたとしても，郭氏の発言が，
今日の文字改革をめぐる盛んな議論を呼ぶ導火線になったことはいなめない。あらためて郭氏の
存在の大きさに思い至らざるを得ない。
H．漢字の簡略化
　1．簡略化の方法
　さきにもふれたように，中国の文字改革のめざす方向は，毛沢東の「文字は改革しなければな
らず，世界の文字の共通の表音の方向に進むべきである」ということばに要約されているが・と
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りわけ漢字については，1953年に出された「漢字の数を減らせ」という毛沢東の指示にもとつい
て整理と簡略化が行われてきた。
　それでは，これまで漢字の簡略化はどのような方法で行われてきたかといえば，主として次の
ようなやり方が用いられてきた。
　（1）形声による簡化：
　　　　犠→栖　　驚→椋　　勝→腔　　藝→芝
　（2）同音代替（同音仮借）による簡化：
　　　　門→斗　　穀→谷　　裏→里
　　　近音代替（近音仮借）による簡化：
　　　　橘→桔（桔の音はもとはji6であるが，橘〔」司に代替する）
　（3）草書楷化による簡化：
　　　　専→寿　　書→需　　東→奈　　車→年
　（4＞原字の輪郭もしくは特徴をとどめた簡化：
　　　　糞→糞　　奪→李　　奮→奇
　（5）符号化による簡化：
　　　　隊→駄　　幣→fi　　封→対　　漢→双　　難→ヌ佳　　風→風
　（6）会意による簡化：
　　　　衆→盒　　塵→生　　陽→阻　　陰→阻
　今後もこのような方法で，漢字の「精簡」一漢字の数を減らし，簡略化すること一がすす
められるであろうが，当面「精簡」の対象として挙げられるのは，異体字・人名・地名専用字・
科学技術専用学・文言用字などである。
　2．漢字の精簡
　それでは現行の通用漢字の数がどのくらいあるかといえば，丁川の「漢字字数必須進一歩精簡」
によると，現在出版されている収録字数の比較的多い字典には約5万字の漢字が収められている
とのことで，使われなくなった古字などを除くと，実際に通用している字は約1万字程度であろ
う，と推定されている。しかもそのうち常用されている字は，約5千にすぎず，あとの5千字は，
あまり常用されることのないものだという。（3）
　この常用されることのない漢字には，文言専用字ばかりでなく，異体字と人名・地名・科学技
術などの専用字がかなり大きな比重を占めているとされている。
　すでに1955年の「簡化字方案草案」の発表以降も，異体字の整理が行われてきた。また生僻難
義なる地名専用字についても，わずか37例ながら同音代替で簡略化され，国務院の批准を経て正
式に決定されている。しかしこれまでの漢字簡略化では決して十分とは言えず，もっと漢字の数
を減らそうと努力している。
　そこで漢字の精簡について，若干の考察をしてみたい。
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（i）　異体字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　異体字，つまり同音同義でありながら字形を異にするものがある。例えば，両補〔舗〕，fdn
迂〔汎・氾〕，dti炉〔妬〕などがそれである。
　1955年公布の『第1批異体字整理表』で，すでに〔〕に示された舗，汎，氾，妬などの異体
字1，055字が廃止された。だがまだ現在通用している異体字も少なくない。例えば，ying〈迎・
通〉，di〈咬・暖〉・ZU6〈作・倣〉，　xO！須・需〉，　ji〈記・妃〉などがそれである。
　そのうち「記」と「紀」については，一足さきにわが国の当用漢字で「紀」を廃して「記」に
帰併せしめているような例もある。これらは帰併しても，現実には殆ど混乱は起きないはずであ
る。このように，異体字にっいては，なおひきっづき整理する必要があり，異体字の整理によっ
て，相当数の漢字を減らすことができるはずである。
（ii）　人名専用字
　人名専用字は数百を数える。そのうち「敷」「ラ〒」「煙」「露」の如く，姓名以外に使われず，し
かも覚えにくく書きにくい，いわゆる難認難写な字がまだかなりある。中国人でもこれらを正し
くJido，　Qi，　Yti，　Xinの如く読める者は，非常に少ないという。これらはやはり整理の対象にな
るであろう。すでに「粛」〔薫〕，「戴」を姓とする人が，みずからすすんで「肖」，「代」で代替し
ているという現実がある。特に「肖」は広く行われていて，正式の文書にもこれが用いられてい
る。そのほかプロレタリア文化革命の中で，自分の姓名を常用字に改換してしまった人も少くな
いということである。最近では子どもの命名にしても，できるだけ常用字を用いる傾向が広まっ
ているようであるし，またそのように懲悪されてもいるらしい。今後は難解な名字は少なくなる
と思われる。
（iii）地名専用字
　地名についても同様で，青海省の魯源回族自治県，新彊ウイグル自治区和閲専区が，国務院の
批准を経て，それぞれ「門源」，「和田」に正式に改換したような例がある。このような地名専用字の改
換は，現在のところまだ37例しかないが，生僻にして難認難写なる地名専用字は，今後も常用字
に改換されていくことだろう。
　しかし県以上の行政区の地名だけでも，地名専用字は優に500を越えるという。県以下の地名を
加えたら，また大変な数になるであろう。そこで生僻にして難認難写な地名専用字を，今後もひ
きつづき精簡していこうという声があがっている。例えば，四川省の憂〔kui〕門，安徽省の毫
〔b6〕県，山東省の荏〔chi〕平など，地名だけにしか用いられない生僻な漢字を精簡するよう具
体的な提案が出ている。またそれぞれの地域で大衆がそれぞれの地名を常用字で替換している実
例や，同音もしくは近音代替の方式で新簡化字を造っている例などの報告も寄せられている。例
えば，猴氏を勾氏または淘氏と改め，逮村を述村と改めているのがそれである。
　こうしてみると，生僻難解な地名用字は，今後さらに検討が深められ，正式に地名更改審批の
手続きがとられ，平易な常用字に替換されてゆくものと思われる。生僻な漢字は，このようにし
てますます淘汰されていくことであろう。
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（iv）　科学技術専用字
　科学技術関係の術語の中には，生僻かつ難解な漢字が多いが，とりわけ化学関係において甚だ
しく，化学関係だけで生僻字は優に500字を越えると言われている。誰しも化学元素の一覧表を目
にしただけでも，奇妙な元素専用漢字の羅列から難解な化学専用字の一端をうかがい知ることが
できるはずである。例えば一例を挙げると，周期律表の最初にかかげられる塞〔qing〕，すなわち
H（水素）には，さらに同位素として気〔pi5），気〔ddo〕（デュートリウム），猟〔chudn〕（トリ
チューム）などがあるといった按配で，気に至っては，日本の中国語辞典には，その名称を日本
語で記すものがない。このように，文字の上でもたいへん繁鎖になっており，大衆をますます化
学から遠ざけることにもなっている。
　動・植物の名称用字にしても，「鳥字労」（とりへん），「魚字労」（さかなへん），「草字頭」（くさかん
むり）等をもつ特別に造られた形声字は非常に多い。従って科学技術用字について，あらためて審
訂しなおす必要が叫ばれているのは至極当然である。科学技術専用字の審訂に当たっては，新字
を造らず，常用字の範囲で整理が行われることになろうが，すでに大衆の間でも，「鵬鵡」〔ylngwti〕
（おおむ）を「嬰武」に，「鯉魚」〔llya）（こい）を「里魚」に，「蠣魚」（guiy血〕（けっ魚）　を
「桂魚」に改換して広く行われているという。従って今後の方向としては，同音代替の方法によ
る整理がすすむであろうことが予想、される。
　また動・植物に限ったことではないが，同音近義字が，常用字の中にまだかなり見られる。例
えば，「杯」は比較的小さな円い木の棒をいい，「竿」は竹の棒をいい，「秤」は稲・麦など植物の董
をいう。しかし実際には木製の棒なら「木秤」，竹製なら「竹竿」，稲や麦の董なら「稲秤」　「麦
秤」と言うわけだから，これらは「木秤」，「竹粁」，「稲杯」の如く，「竿」「秤」を「杵」に帰併
したとしても，現実に混乱の起こる恐れはない。すでに大衆の間では，このように実践的に同音
近義字による帰併をどんどん行なっているという。
　そんなわけで，「瘍塔」「吃塔」「多乞鎚」「略塔」などの整理統合が大衆から提案されているのも
うなずける。これらはいずれもgedaと同音であるが，「癒1吝」が皮膚のおでき，「坊塔」が泥土
のかたまりとか，土くれ，「多乞躯」が糸や縄の結び目とか，こんがらがって固まりになったもの，
「略塔」が疏菜類の根っことか，小麦粉を主材料にした麺類の団子を指す。いずれも小さな固ま
りを言うことから，現実には「吃塔」と「略塔」は音通で通用しており，大衆の間では全く区別
がなくなっているらしい。たとえば「土略塔」と記されるならば，まぎれもなく「土均塔」，っま
り土くれのことになり，意味上まったく混同することがないからである。なおこれらは漢字を廃
し，いっそのこと併音でgedαと書くことにしたらどうかという意見もある。
（v）　文言専用字
　文言用字が淘汰の趨勢にあることは，もとより自然のなりゆきで，その用途も非常にせばめら
れてきており，もはやその大部分は，古籍を翻印する以外に殆ど使われなくなってきている。そ
れというのも現代漢語が，書面語にしても，ますます口頭語に近づけられつつあり，語彙の面で
もますます複音節化していて，単音節語を主体とした古語を駆逐しているからである。しかしそ
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うはいっても，まだ故事成語の類は，現代漢語の中に多く残されている。これらの故事成語の中
で用いられる文言用字は，それ以外に用いられることは極めて稀である。
　例えば，「艇而走除」は，やぶれかぶれになる意だが，「艇」はこれ以外に用いられる場合は，
今では皆無と言ってよい。現在ではいっのまにかこの「挺」を常用字の「挺」で代替して通行し
ている。このように文言用字も，今後は主として同音代替の方法で常用字に改換されていくであ
ろうことは十分予測される。
（vi）　擬声字など
　そのほか，擬声字の問題もあるが，これも大衆がさっさと形声文字の偏を取り去って使用して
いることが，今後の整理に当たって大いに参考になるであろう。たとえば感嘆詞「哩」〔hei〕のよ
うなよびかけの辞を単に「黒」と記し，牛の鳴き声「眸」〔mOU〕を「牟」と書く類である。その
ほか，「ちりん」「ちゃりん」といった金属音「ロ丁日當」あるいは「汀瑠」を「丁当」〔dingdαng〕
としたり，「バリバリ」「ビリビリ」のような電光石火の勢いを示す擬声字「鳴吻舶ロ拉」あるいは
「壁利噌噛」を「辟厨拍拉」〔pilipdlα〕の如く記すのも，また大衆の智恵である。ここでも大衆は
同音代替のやり方で漢字の簡略化をすすめているわけである。またこれらの擬声字は，いっその
こと漢字を廃して併音で表記しようという提案もある。これが実施されれば，ローマ字化の突破
口となろう。
　このほか，方言用字や少数民族の名称用字，あるいは外国の地名・人名の繹音用字の中にも，
難認生僻な非常用字がきわめて多く含まれている。たとえば，少数民族では郵族の「郵」〔yi〕，含
族の「會」〔sh6〕など精簡を求める声が強い。
皿．大衆の建議と「新流行漢字」
　1．大衆の建議
　このように，現在通用している漢字には，まだおびただしい非「常用字」があり，これらを整
理していけば，かなりの漢字を減らすことができる。しかし漢字の精簡を行なうには，もっと精
緻な研究と周到な実験を経なければならず，今の段階ではどの程度精簡できるかを占うことはむ
ずかしい。しかし現在の時点で，早くも現行の通用漢字を半減できると宣する者もいる。王克仲
らによれば，いま中国の『新華字典』は，異体字を含めて収録字数は8，500ほどであり，初歩的な
調査では，異体字や繁体字を除くと，通用漢字は7，650字だという！4）もし半減できたとするな
ら，収録字数4，000字たらずの字典でこと足りるということになる。しからば，どのような手段で
半減しようというのか。
　精簡を主張する者の多くは，同音代替による方法を用いよという。すでに述べたように『漢字
簡化方案』にある簡化字のうち，少なからずの同音代替字がある。
　　　　門→斗　　　殻→谷　　　駒→出　　　後→后　　　髪→友
　これらの中には夏のように1字で復・複・覆の3字に代替するものもある。このように1字で
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別の1字もしくば数字を代替するので，字数を減らすうえで効果的であるばかりか，筆画の少な
い字で筆画の多い字に代替しているので，簡化の点でも有効だからである。
　林西によれば，（5）大衆は，みずからの手でどんどん同音代替の方法で文字改革をすすめていると
して，次のような例を紹介している。
　　　①藍・盤→差〈当天・当球・並花〉　②舞→午〈午躇・中午〉
　　　③齢→令〈年令・命令〉　　　　④遇→迂く遭迂・迂回〉
①について言えば，「藍天」（青い空），「艦球」（バスケットボール），「並花」（蘭の花）は，〈　〉
の中に示す如く三者を並べてみればわかるように，意味の識別にさほど困難とは思われぬ。②も
同様に，「舞躇」を「午躇」としても，「中午」（正午）の「午」と混同する恐れはない。③の「年
令」と「命令」は，わが国で先刻実施ずみで，これまた殆ど問題はない。④の「遭迂」と「迂回」
も十分に区別できるはずである。ただし齢〔ling〕と令〔ling〕，遇〔y司と迂〔yti）は，同音で
はあるが，同調ではない点に問題を残す。しかしここに挙げた4例は，非常に広範囲に行われて
いるもようで，各地からの調査報告や建議にも，よく例として挙げられるものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形声字の偏労を除去した簡化字も広く行われているもようである。例えば，次のようなものが
ある。（しかもこれらは，いずれも同音である。）
　　　盒→合〔h6〕　嬰→取〔qil）　範→含〔1血n〕　　幌→晃〔huang〕
　　　隣→井〔jfng〕　　請→胡〔hU〕　　佐→左〔zu6〕　　溢→益〔yi〕
　箱づめの品物を数える時，正しくは「盒」とすべきところを「合」で代替しているのは，会計
出納・営業に従事する者の間では普遍的に行なわれていて，いっも「合」と書いているという・また
「取」と「姿」，「益」と「溢」は，古代では相通じていたものが，今日どうして代替してはいけ
ないのか，「醤看1」は「胡」に簡略化されることが認められたのに，「萌」「糊」「醐」を「胡」で代
替してどうしていけないのか，といった意見なども出されている。例えば，「萌芦」〔hOIU］（ひょ
うたん）は「胡声」の如く，偏考を取り去っても十分わかるというのである。そういえば，「ちょ
うちょう」の「醐蝶」〔hUdi6〕，あいまい愚鈍を意味する「糊徐」〔hUtu〕は，昔から「胡蝶」，
「胡徐」で通用して，一向に怪まれることがなかったことを思い合わせると，十分うなずけるも
のがある。
　同様に大衆の間で実施ずみと報ぜられているものを挙げると，以下のようなものがある。
　　　蛭矧→丘引〔jiOyin〕みみず　　　蠕虫斗→科斗〔kedou〕おたまじゃくし
　　　茉莉→未利〔m61i〕ジャスミン　　鞭炉→鹿声〔ltila〕水汲み用のろくろ
　同音で近意のものについても，大衆は整理をすすめている。例えば，次の如くである。
　　　化汝→化装〔huazhudng〕化粧する　　釣角→吊魚〔diaoyU）魚釣り
　このように漢字が精簡されれば，語文担当の教師としては，文字教学の⊥で時間と精力を大い
に省けることになり，生徒がしばしば誤字，別字を書くことに頭を痛めずにすむ。児童・生徒ば
かりでなく，多くの労働者・農民・兵士大衆にとっても，文字をおぼえ，文化を高めるのに有利
である。そもそも漢字の教学や学習にかくも苦労するのは，なんと言っても漢字自体が「繁」に
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して「難」であるからだが，漢字の精簡がすすんで，字数も半減し・同音字が少なくなれば・そ
れだけ表音化にとって有利な条件がととのうことにもなり，世界の文字と共通の表音の方向
ローマ字化に進むことも今より飛躍的に具体化するであろう。
2．大衆がすすめている新流行漢字
そこで民間で使われている，いわゆる「新流行漢字」には，どんなものがあるのか，これまで
『光明日報』紙上にお』りにふれて報ぜられたものの中からいくっか紹介しよう。
　　　　　感→志、　　食→A＋　　　停→イ丁　　　添→沈　　　徽→鋏
　　　　　灌→決　　　霞→雫　　　慶→斥　　　整→正・歪
　　　　　律→彷　　　量→男　　　噛→咀　　　審→茜　　　塞→宕
以上は同音もしくは近音による代替なので，さほど労することなく見当がっくであろう。しか
し以下の例となると，いかがであろうか。
　　　　　器→田　　　喜→苫　　　雄→広　　　餐→夕　　　街→了
　　　　　部→P　　　影→形　　　勤→肋　　　重→奎　　　属→尾
　　　　　数→敵　　　　　挿→拝　　　　　信→｛文　　　　　蒙→芒　　　　　郵→夕
　ここに挙げたものは，わずかの例にすぎないが，このように大衆の間では，それぞれ思い思い
に大胆に簡略化された「新流行漢字」が大量に生み出されている。しかし無原則的に簡化を競う
ことがあるとするならば，かえって漢字の世界に新たな混乱をもちこむことになる。
　たとえば，「展」の字が，あるところでは「ff」に作られ，あるところでは「屋」に作り，また
あるところでは「屋」に作られ，あるところでは「戻」に作られるなどして，合計4種類もの「新
流行漢字」をもっている。同様に「察」の字では，「安」と「寅」の2種類の新簡化字が通行して
いることが伝えられている。
　また反対に新簡化字「E」は「蔵」の簡略化として広く用いられているのだが，「箱」の簡略体
として使用しているところもあるという。そうなると，「韮」は「蔵」と「箱」の簡化字として使
われていることになり，かえって混乱を惹起している。同様な例としては，「†六」が「楼」「柳」の
新簡化字として通行しているという。これらは，至急ただされなくてはならない。
　そのほか，地方によっては，「読菜」shUcdiを「芥芽」と作るところや，「符芽」の如く記すと
ころもある。これは，zh系音（捲舌音）とz系音（歯音）の区別が不明確な方言地区では，　shu
とsuの別がなく，芳芽の如く簡略化しているとのことであり，捲舌音shuと唇歯音fuの不分の
方言地区では，待芽の如く簡略化しているという。
　このように民間に通用している「新流行」の簡化字には，いろいろ今後の参考にすべきものが
多いが，同時に問題もまた少なくないということがわかる。大衆が進めている「新流行漢字」も・
できるだけ規則的な簡略化が行われるよう細心の配慮を期待したい。
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］V．漢字簡略化の問題点
　1．簡化字の問題点
　1964年2月4日，国務院は文字改革委員会に，漢字の簡略化に当たって「運用規律，適当類推」
たるべしと指示した。しかし『漢字簡化方案』の中に並べられた簡化字を見ると，まだ「運用規
律」に欠けるものがしばしば散見される。たとえば，次のような例がある。
（i）棟・練・煉　とく束・棟・諌〉
　同じツクリであるにもかかわらず，前者は　棟→捺，練→鯨，煉→煉　の如く簡略化されるの
に，後者の「束」「棟」「諌」は簡略化されず，そのままである。今これらを「奈」「椋」「踪」と
簡略化したとしても，十分類推できるのではなかろうか。ただし捺，束がjianであるのに，他は
lianであり，同音でないことに問題を残す。
（ii）欄・欄・燗と〈瀾・調・欄・鋼〉
　同様に同じツクリであるのに，前者は　欄→推，欄→桂，欄→燈　の如く簡略化されているの
に，後者は「瀾」「欄」「燗」「欄」の如く言ベンと金ヘン，ツクリの一部（モンガマエ）が簡略化
されるだけである。それぞれ「淫」「迷」「讐」茂圭」とすることは，むしろ「運用規律，適当類推」
ということになるのだが，どうだろうか。
（iii）④補と〈哺・浦・哺・鋪〉
　補→朴　の如き簡化法則に従えば，「哺」「浦」「哺」「補」はそれぞれ「月卜」「汁」「叶」「卦」
となるが，簡略化は認められていない。その伝で，哺→圷はよいとしても「葡旬」や「葡萄」の
「葡」や「葡」も簡略化できるのでなかろうか。
　⑧僕・撲・撲とく嘆・撲・撲・鋤
　前者は　僕→f卜，撲→朴，撲→朴　の如く，簡略化されるが，後者の「嘆」「撲」「撲」「僕」は
簡略化されないままになっている。これらにっいて，それぞれ「叶」「卦」「艮f」「1卜」と簡略化
してもよさそうなはずである。ただしそうなると，捕〔pti〕（店舗）と撲〔p血〕（化学元素pa，プ
ロトアクチニューム）が，ともに「卦」で表記されることになり，これまでの言語環境に混乱が
生ずるのは避けられない。特に「卜」が「甫」と「業」の簡略体を兼ねていることは問題である。
また巷間では「爆」を「灯」に作ることも広く行われているようであるから，ますます混乱を生
みやすい。
（iv）　その他
　以下の例は，〈　〉で示されるのが，大衆の間で行われている簡化字である。
①億→イ乙　憶→に
②躍→妖　耀→〈妖〉
③療→庁　　遼→迂
　　瞭→〈目了〉　　　　濠→〈？了〉
臆→〈月乙〉
　曜→〈昧〉
僚→〈｝了〉　　　　燈→〈火了＞　　　　f寮→〈イ了〉
　　糸奈→〈多了〉　　　　　金窟→〈i了〉
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　　　④廠→「　廣→　　産→声　病→〈ヂ〉
　　　⑤糞→糞　奮→奇　奪→李　鼻→〈鼻〉　翼→〈翼〉
①はいずれも同音同調であるので，全く問題ないが，②の場合は，妖がyueであるのに対し，
耀・曜はともにya・であって，同音でないことに問題がある。③の「鐙」lia・は足かせの意で，
「脚錬」「錬鍔」の如く，普通は複合語となる。「釘」に帰併しても問題ない。しかし「釘」li50
はこれまで化学元素Ru（ルテニウム）をさす化学専用字として用いられてきた。また「ik吊」liao
diaoとなると，かけがねの意味になる。「錬」を「釘」に帰併するに当たって，上記の諸点を注意
しなければならない。（④および⑤については，次章において述べるので，ここでは省略する。）
　このように現行の正式な簡化字の中には，多くの積み残された問題が残っており，なお整理を
要するものがある。
　2．簡略化の問題点
　これまで見てきたように，簡化字の簡略化は，必ずしも完全に統一した原則をもって終始され
だものにはなっていない。そのほかにも簡略化に際していろいろ問題が生じている。ここではそ
のいくつかの問題点を挙げて考察することにする。
（1）符号化の問題点
　さきにこれまで行われてきた漢字簡略化の方法として，符号化があることにふれた。この符号
化は，筆画数の多い漢字の繁難な部分を簡単な筆画に代替する便利な方法である。ここでは，そ
の符号化の典型として挙げられる「又」にっいてのみ見てみるが，以下のような繁体字を「又」
で簡化代替している。
　　　封→対　　　鶏→鴻　　　僅→仮　　　戯→栽　　　漢→双
　　　都→祁　　　観→現　　　鳳→夙　　　樹→捌
　これからもわかるように，「又」によって簡化代替されたものは，必ずしも原則的，系統的とは
言いがたい。そもそも漢字の労（ックリ）はおお・むね声符であり，表音性をもったものであるが，
符号化方式による簡略化が，漢字の表音性を無視していることは，やはり一考に値する。
（2）漢字声符の問題点
　もとより漢字のックリが，千遍一律に声符であるわけではない。寺〔si〕をツクリとする漢字
を思いつくまま列挙してみても，次のように5種類の音が出てくる。
　　　持〔chi〕　待〔dai〕　特〔tさ〕　峙〔shi〕　痔〔zhi〕
　ちなみに「也」をツクリとする漢字に至っては，12種類の音を表わすという。
　しからば今『新華字典』より，chi音の漢字で，そのツクリからchi音を類推しかねるものを抜
き出してみた。（　）は，ツクリの音である。
　　　持（寺si）　池（也y5）　魑（寓li）　修（多du6）　苔（台tai）
　この比較からもわかるように，漢字それ自体が非常に多くの問題をかかえていて，単に現在の
簡化字の簡略化のあり方にだけ問題があるわけではないのだが，符号化方式による簡略化もまた，
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漢字のもっ法則性を欠如させていることから，類推性をいちじるしく欠く結果になっていること
も事実であろう。従って「破綻」「屹立」「停滞」を，多くの人びとが誤読して，綻，屹，滞をそ
れぞれdtng，　qY，　ddiの如く読むという。これらを「破多占」「山乙立」「停枳」のようにしたら誤読
の心配はなくなるし，意味もわかる。このような具体的な提案が，大衆から出されている。また
「繊維」「繊滅」「繊悔」は簡略化されて「軒維」「　千天」「粁悔」になっているが，これも正しく
読める人が少ないという。粁〔xidn〕，　千〔jidn〕，’1千〔chbn〕であれば，また無理もない。しか
し今これらを「銑」「　知「惜」に改めれば，qianのように誤読されることもなくなるであろう。
上記のように，せっかく簡略化したものではあるが，再度改めてみたらどうかという提案もある。
（3）草書楷化の問題点
　草書楷化による簡略化の問題点を次に2例ほど提示してみる。
①時→吋：「時」を「吋」に簡略化したのは，草書体を楷書化したものだが，「時」のック
　リの「寺」を「寸」に簡化代替できるのは「吋」だけに限られる。もし「侍」「詩」を「付」
　「討」とすれば全く別の字になってしまう。
②層→展：これも草書楷化による簡略化だが，ックリの「曽」が「云」に代替できるのは
　「戻」1字に限られる。もし「増」を「」云」とすれば，これはまた全然別の字で，「壇」もしくは
　「罎」の簡化字になってしまう。また同じツクリでも，「裳」は，「嘗」の簡化字，「僕」は「償」の
　簡化字といった按配で，簡略化の法則を著しく欠く結果になっている。
（4）原字の輪郭や特徴をとどめた簡略化方式の問題点
　さきにふれた如く　廠→「　廣→　病→ダ　産→序　のような原字の輪郭や特徴を残す簡略
化方式には，当然限界があり，これによって多くを簡略化することは望めない。漢字の部首検字
表を見てもわかるように，この慮用範囲は広く望むことはできない。また　奪→李〔du6〕奮→
奇〔fさn〕　糞→糞〔fさn〕　のように中央部分を省略する簡略化方式も，これを無原則的に適用す
るならば，漢字の世界を混乱に陥れることになりかねない。5，奇，糞の音がdu6，　fさnである
ことを類推することもむずかしい。一部の大衆の間で用いられている鼻→鼻〔bi〕翼→翼〔yi〕
にしても同様で，漢字の表音性は全く無視されたことになる。ましてや，さきに9頁で紹介した
ように大衆の間で行われている新簡字の中には，次の如きものがある。
④器→田の如く上部だけ残し，他は省略したもの。（しかも叩→四の如く簡化している。）
⑧喜→昔の如く下部だけ残し，他は省略したもの。
◎雄→左の如く左労だけ残し，他は省略したもの。
⑪街→了の如く右労だけ残し，他は省略したもの。また部→Pの如く右労だけ残し，しかもそ
　　の右労もK→Pの如く変形のものもある。
⑤餐→夕の如く左上部だけを残し，他は省略したもの。
　これらは原字の特徴をとどめるとはいっても，その省略方法は，多様であり，簡略化の原則を
ますます複雑なものにしている。もし，漢字の簡略化の方法がこのように多岐にわたって錯綜し
たものになるなら，漢字の整理はまさに泥沼に足をとられる如くっいには進退きわまって収拾が
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っかなくなり，再び悔を千歳に残すことになろう。
　漢字の数を一挙に半減してみせようという中国人民の壮大な意欲には深甚の敬意を表するが，
上述の如く，多くの難題をかかえている漢字を一朝一夕に半減させることは・かえって混乱を増
幅させることになりかねない。やはり漢字の精簡は，慎重かつ細心に進めていかねばならない。
だが漢字の簡略化には，おのずから限度がある。しかも簡略化すれば，それにともなってそれな
りの混乱もまた避けがたい。
　こうして見てくると，漢字の簡略化に当たって最も法則的なのは，同音代替もしくは形声によ
る簡化方式ということになる。従って簡略化には，同音代替または形声によることが望ましい。
今後の漢字簡略化も，主としてこのような方法がとられると思われる。
　っいでながら筆者がここで残念に思うことは，近音代替もしくは近音形声による簡略化である。
もう一歩工夫をこらして，これらを完全な同音代替または形声にはできないのだろうかと思うの
である。例えば，進→遊，講→耕，譲→lclの類いである。
　このような例は大衆の間で行われている新簡化字にもかなり散見する。例えば大衆は次のよう
な新字を使って身辺のことを表記している。
　　規律→規彷　比審→比茜　大塞→大程　屯影→電形　勤倫→井加金　西藏→西韮
　上記の如く律〔lti）春〔sai〕塞〔zhdi〕影〔yTng〕勤〔qin〕藏〔tang〕に対応する新簡
化字は，その字体のツクリから予想される音と若干の差異がある。なかには形や工の如くもはや
近音とはいいにくいほどのものもある。
　このような近音字は，やはり，好ましいものとはいえない。漢字簡化の法則性を乱すことにな
るからである。できるだけ同音代替の原則をっらぬいてほしいと思う。
V．漢語排音方案の推進
　1．小学校における漢語排音教学
　『光明日報』の「文字改革」専欄には，当初「漢語排音教学問答」と題するコラムが連載され，
併音の教学上の問題についての質疑応答がなされていた。この「漢語併音教学問答」には編者の
ことばがあり，教師の要望にもとついて，併音教学上のいくっかの問題に答えるためにこのコラ
ムがつくられた旨述べられている。従ってここでは，排音教学の重点である学校，特に小学校低
学年における漢語併音教育に焦点がしぼられているのだが，小学校ばかりでなく成人向けの併音
教学にも，かなりの反響がよせられたもようである。今これら「漢語併音教学問答」の連載記事
は，その後『小学漢語併音教学問答』と題して小冊子にまとめられ，広く小学教師の教学の資に
供されている。
　さて，この「漢語排音教学問答」によると，「小学校における漢語併音教育の目的は，生徒の漢
字学習と普通話学習を助け，語文教学の質を高めることにある」と規定する。これは従来の併音
教学のめざすところと何の変更もない。しかしここで注目を要するのは，「将来，中国におけるロ
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ことである。これは，「世界の文字と共通の表音の方向に向かわなければならない」という毛沢東
のよびかけに応える具体的な措置と言ってよく，1958年の周恩来報告の段階にくらべて，表音化
の方向で明らかに一歩前進したものと評価できる。
　小学校における漢語併音教育の基本要求は，低学年から高学年と進むにっれて，具体的に要求
が変わってくるが，この「問答」ではそれぞれの時期に合わせて4段階に分け，目標となる課題
を設定している。要約すると以下の如くである。
　　第1段階：1年の1学期の最初の4～5週の課題
　　　（1）声母，駒母および「整体認読的音節」（6）を認識し，初歩的に声調をっかむ。
　　　（2）初歩的にUの上の二つの点の省略の規則をつかむ。
　　　（3）初歩的に併音法をおぼえる。
　　　（4）声母と音勾母を書きうつせるようになる。
　　第2段階：1年の1学期の4～5週後から2年の2学期の終わりまでの課題。
　　　（1）音をつづることができる。（つまり併音が書けることである。）また一つの音節を見て，
　　　　それが正しく発音できる。
　　　（2）音節を耳で聞いて書き取れる。
　　　（3）漢語の併音を運用して，「生字」（新しく習う漢字）の学習と方言音の修正を助ける。
　　　これらの課題は，全段階を通じて一歩一歩解決されていくものであるが，一般的には1年
　　　を終えるまでに生徒がこれらの課題を基本的に消化できるようにすべきである，としてい
　　　る。
　　第3段階：3年生に対する課題
　　　（1）26の併音字母の順序をおぼえ，印刷体の大文字をおぼえる。
　　　（2）併音で，字典を引けるようになる。
　　　（3）注音読物をひとりで読めるようになる。初歩的ながら学んだ「生字」に注音できるよう
　　　　になる。
　　第4段階：4年生以上の各学年に対する課題
　　　（1）併音でつづった語句をすらすら読めるようになる。
　　　（2）併音を用い，普通話を話す練習ができる。
　　　（3）学んだ「生字」に注音できる。
　このように小学校の全課程を4段階に分け，各段階別に併音教学の目標が設定され，小学校の
全課程を通じて学習されることになった。従来の排音教学がどのようなものであったか，資料を
もちあわせていないが，後述するようにこれまで併音教育は十分に定着していなかったようだ。
これからは併音教育の充実によって，民衆の間にも併音が根づいていくことであろう。
　それでは併音はどのように教えられているのだろうか。「漢語併音教学問答」はこれまでの併音
の教学方法について，研究と実践を概ね次のように総括している。
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　1958年，全国の小学校で漢語併音の教学が始まった時は，「漢語併音方案」をそのまま教材にし，
21個の声母，37個の駒母（er，　eを含む），四声と軽声，各項の併写規則を集中的に教えていた。
しかし入学したての児童に対し，しかもそれをわずか4～5週間という短期間に，このような盛
りだくさんの内容を教えることは，実際に容易なことではなかった。そもそも併音の欠点は，併
写規則が繁雑で，駒母の数も多く，一部の音節は併式が長いことである。このような難点を克服
し，併音教学の質を向上させ，さらに漢字と普通話学習のたすけとなるような作用を発揮させる
ため，多くの教師が併音の教え方について研究や実験をすすめてきた。簡単でやさしい教学方法
を模索する中で，現在では小学校における併音教学法として比較的広く採用されている方法が生
み出され，効果を挙げている。それは「声介合母」なる教学方法であるという。この「声介合母」
教学法の特徴は，簡述すれば次の如く3点に要約できる。
　（1）y，wを声母として教える。
　（2）複駒母iou，　uei，　uenは，省略形式iu，　ui，　unで教える。
　（3）介音のある音節は，声介合母とあとにっつく音勾母の連読法を採用した。
　このような教学法によって，これまでの併音教学の主たる難点を解決することになった。すな
わち以下の如き12個の複・鼻駒母，ia，　iao，　ian，　iang，　iong，　ua，　uo，　uai，　uan，　uang，　ueng，
Uanなどを教えなくてすむようになり，教学上の“零件”を減らすことができるようになったと
いうのである。
　2．漢語排音推進の実情
　さて漢字の国の中国と言われながら，解放前は文盲率80パーセント，農村では90パーセントを
越えると言われたのも，また漢字の故であった。その後の識字運動の成果はめざましいものがあ
るとはいっても，文盲の一掃を完全に達成したわけではない。漢字に囲まれた環境では無理から
ぬことである。それだけ漢字が難解であるからである。しかもローマ字で表記されるような言語
環境は，一般には十分準備されておらず，従って中国の民衆にとって，ローマ字を学ぶことは，
われわれが想像する以上に違和感を覚えるものであるらしい。漢字をおぼえるのに，まず外国の
文字であるローマ字をお・ぼえねばならない。普通話を習うのにも，まず外国の文字ローマ字をお
ぼえねばならないということになれば，なにかわりきれぬ心理的な抵抗が民衆の気持ちの中に生
ずるのもまた，やむを得ないところであろうか。
　そのような環境の中で，小学1年生が併音を学ぶことは，それなりの困難もつきまとう。併音
教学に対する父兄の冷い視線があったことや，小学1年生の併音字母に対する判別能力の問題，
たとえばGとd，bとPとq，　tとfの区別がっかず，指導に当たる教師を手こずらせている苦労
話などが綴られた報告（7）を見ると，小学校における排音教学も，これまではそんなに順調に進
行していたわけではなさそうで，「一年で学びはしたが，二年ではあらかた忘れ，三年ではきれい
さっぱり」といったざれ歌がうたわれていたように，このことからも，排音教育の実態をうかが
い知ることができる。従って併音教学のたちおくれが，そのまま普通語の学習や教学にも反映し，
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　そのため後述するように，併音教育のお・くれをとりもどすべく今は小学校ばかりでなく，全国
いたるところで併音学習の組織が生まれ，広はんな労働者・農民・兵士が併音の学習に取り組ん
でいる。特に北京の中央放送局は「漢語併音広播講座」を開設して全国に放送し，大衆の併音学
習の要求に応えている。このことから見ても，漢語併音の学習に対する全国的な高揚を見てとる
ことができる。これはまた今後の普通話の普及にとって一段と大きな成果を期待することができ
るであろう。
VI．普通話の普及
　1．普通話普及の現状
　周恩来は『当前文字改革的任務』の中で，っぎのように述べている。
　「私たちが普通話をひろめるのは，方言と方言のあいだのへだてをとりのぞくためです。方言
を禁止したり，なくしたりするためではありません。」
　方言は行政上の命令で禁止できるものでもなく，人為的な方法でなくすことができるものでも
ない。これまで中国政府も，漢語方言の撲滅をめざす言語政策をうち出したことは一度もない。
もとより少数民族諸言語の撲滅を策したこともない。むしろ少数民族の文学作品が続続と生み出
されているところから見ても，少数民族諸言語の通行を保証していることが知られる。
　そうして見ると，方言や少数民族諸言語は，今後も長期にわたって存在することは疑いない。
だが普通話と方言・少数民族諸言語等の間によこたわる言語の二重構造は，今後も中国人民にと
って大きな負担になるであろう。この負担を解消できる時は，普通話による統一が実現する日で
ある。しかし現在のところ，言語政策としても性急な統一策がとられていないから，方言地区や
少数民族の人たちは，かなり長期にわたって二重の言語的負担を日常のものとして負わねばなら
ないことになる。また普通話もしくは方言しか話せない幹部が他の方言地区や少数民族地区で工
作に当たる場合にも，そこの方言や少数民族語を学ばなければ，大衆の中に入っていくことがで
きない。
　しかし普通話が普及すれば，言語上のへだても解消し，言語の統一を実現できる。また漢字を
廃止して，ローマ字化を実現することも可能である。これがいつ実現できるかは，まだ予測でき
るような段階ではない。現在の段階は，普通話の普及という困難な，しかも長期にわたってたゆ
みない努力を要する闘いと取り組んで，苦闘をくりひろげている最中なのである。
　周恩来は，『当前文字改革的任務』の中で，1958年段階での普通話の普及の現状を次のように述
べている。
　「1955年10月の全国文字改革会議以来，普通話の普及は，すでにかなりの成果があがっていま
す。1957年末までに，全国の中学校・小学校・師範学校の語文教師のうち72万1千名が普通話の
発音の訓練をうけました。中央放送局の普通話発音講座を聞いている人は，全国で200万以上に
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達しています。張契若教育部長は西安へ視察におもむいたさい，西安の一部の小学生が普通話を
非常に流暢に話しているのを聞いたと言っています。」
　その後，普通話の普及は国を挙げて展開されたわけだから，すでに16年余を経た1974年の今日
では，さらに飛躍的な進展があったと思われる。だが現状は，期待していたほど進んではいなか
った。確かに普通話の普及で，大きな成果を挙げたところも決して少なくなかったであろう。だ
がまた一方で，今なお普通話の習得を基本的に解決していない人たちがおびただしく存在すると
いうのも現実なのである。それも一般の民衆ならまだしも，幹部といわれ指導的な立場にある人
びとの間でも，普通話の問題は十分解決されているわけではなさそうだ。しかもそれが年配の人
ならともかく，学校を出たての知識青年が「上山下郷」する中で同様の問題をかかえて苦しんで
いる。だからこそ今日でも「すべての幹部は普通話を学ばねばならない」とくりかえし叫ばれな
ければならないのである。
　たとえば，江西省広昌県の農村から清華大学機械系に入学した女子学生符菊英の場合も，大学
に入ってまっさきにぶつかった問題が，ことばの壁だった。最初の授業から先生の説明がほとん
ど聞きわけられなかった。教室の授業ばかりでなく，工場に入って生産労働に参加した時も，指
導員の労働者の話が二，三割ぐらいしか理解できなかった。あるとき機械の足ぶみ板に足をのせ
ていて，指導員から「拍一拍脚」t6iyit6iji50（ちょっと足をあげて）と言われたのに，「踏一踏」
tayita（足を踏め）と言われたと思い，すんでのところで大事故を起こすところだった。ことば
が通じないということは，工作はもとより同学の間の団結にも影響し，いろいろ誤解を生み，問
題の解決をこじらせた，と彼女は語っている。（8）
　同様のことは解放軍に入隊した兵士にも，多かれ少なかれ当てはまる。一定の選抜を経た青年
たちの集団生活の中でもそうなのだから，ましてや「上山下郷」して農村に住みついた知識青年
の場合は一層深刻なものがあろうと思われる。彼らが最初にぶつかる悩みは，共通して言語問題
である。全国各地から集まった解放軍兵士が，ことばが通じないために命令を理解できなかった
り，連絡事項を伝達できなかったりした例や，学校を出て勇躍山村に入った知識青年が，自分の
普通話の能力も低く，村の人たちの異なる方言に囲まれて，知識青年としての役割りを何一つ果
たせないでいることに深刻に悩んだ経験などが続続と報告されていることからも，普通話の普及
の現状がかなりたちおくれているζとを知ることができる。（9）
　2．普通話普及のおくれた原因
　普通話の普及の現状が，実際には思ったほど進展していないことから，今では普通話を学ぶこ
とは，まさに「革命のため」であり，社会主義建設にとってどうしても必要欠くべからざるもの
だ，という認識があらためて確認され，新たな決意をもって普通話の学習に取り組まれている段
階であって，普通話の学習運動は旧来みられなかったような高まりを示している。
　普通話の普及がこのようにおくれた原因は，どこにあったのだろうか。とりわけこれまで普通
話普及の最重点とされていた学校教育の場で，普通話教育がなぜ十分な成果を挙げ得なかったの
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であろうか。
　学校教育の部門で普通話教学を堅持することができなかったのは，「右派分子」や「劉少奇・林
彪一類騙子」の掩乱と破壊があったからだとしている。湖北の中学教師は，「わが校の右派分子は，
生徒が普通話を口にするのを『ご先祖さまを忘れた』とくさした」と言い，革命大批判を堅持す
ることによって，普通話を普及せよという毛主席の指示を貫徹することができたと語っている9iO）
　かつて文字改革を攻撃した右派分子もさることながら，「一百年不推広普通話也死不了人」とう
そぶいた「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」のことばは，今や中国では誰ひとり知らぬ者もな
い有名なことばになっていて，各方面から異句同音に激しい怒りがぶっけられている。このペテ
ン師が具体的に誰をさすものかさだかではないが，「劉少奇のたぐいのペテン師」として早くから
批判の矢面に立っていた陳伯達には，「中国人志慶還学中国語言」といった言辞があり，これまた
大衆の激しい批判にさらされている。
　湖南省湘潭県の較場小学では，普通話の学習は「一年学，二年忘，三年芸精光」といった状態
であったという。一年の時に普通話を勉強したけれど，二年になると忘れてしまい，三年生です
っかりだめになるというのでは，ラジオを聞いてもわからない，映画を見てもわからないという
なげかわしい状態になるのは当然であった。これというのも校内にあった「劉少奇のたぐいのペ
テン師」がいろいろと普通話教学をくさし，ひっかきまわしたので，普通話教学を堅持すること
ができなかったというのである。いま彼らは，「劉少奇のたぐいのペテン師」の反革命修正主義路
線を批判する中で，反革命の目的で普通話の普及を阻害した者へ激しい憤りを燃やしつつ，1972
年後期より，校内の闘争・批判・改造と結びつけて，普通話の普及に取り組んでいるという。（11）
　ともかくこのように学校教育の場で，あらためて普通話の普及に力が入れられるようになった
のは，いわゆる「批修整風」運動の高揚の中でであったようだ。整風運動の発展にっれて，それ
は「批陳（＝陳伯達）整風」から「批林（＝林彪）整風」，さらに今日の「批林批孔」へとそれぞれの
整風運動の発展段階を通じて，具体的に校内の「右派分子」とか「劉少奇のたぐいのペテン師」
もしくは「林彪のたぐいのペテン師」に対する闘争と結びっけて展開されていたらしい。
　これは一見すると安易な責任転嫁に見えなくもないが，少なくとも「批林批孔」運動の現段階
に即して見れば，林彪批判や孔子批判は，すでに死んでしまった過去の反動人物に対する徹底的
な批判であると同時に，古き反動思想を温存させてきた自己を内部から告発するものでもある。
つまり自己とは別の，死んだ「林彪」や「孔子」を批判していれば能事おわれりといった安易な
批判運動ではなく，自己の内に生きつづけている「林彪」や「孔子」に対する闘いである。従っ
て文字改革における「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」に対する闘争も，同時にこれまで文字
改革をおくらせてきた自分の内にある「ペテン師」に対する闘争でもある。今日の普通話の学習
が，自分自身を含めて，普通話の普及をおくらせた者に対する闘いとして，「革命のために学ぶ」
という真剣な態度で取り組まれているのを見れば，普通話の普及は，今後飛躍的に進むにちがい
ない。
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3．普通話教育　　　　　　　　　　　　．
　さて普通話の普及に際して，まず教師の問題が切実なものとして出てきている。これまでも普
通話についていえば，アナウンサーとか新劇や映画の俳優に対して，特に厳しい要求がつけられ
ていた。学校の教師に対しても，一般の人びと以上に厳しい要求が出されていた。そのため教師
に対して普通話の特訓が各地で集中的に行われていたはずなのだが，意外にも現状は，学校の教
師でありながら普通話ができない者がいたり，なかでも語文担当の教師でありながら，発音が悪
く，反対に生徒から発音をなおされるといった状況があって，これが学校教育の部門で十分な成
果を挙げることができない大きな原因になっていた。教師の側からも，普通話の存在が自分にと
っていかに厄介なものであり，その学習が自分にとっていかに困難なものであったか，といった
苦闘の体験が綴られているのを見ると，普通話の普及の問題が，われわれが思うほど簡単なもの
ではないことを知ることができるli2）
　「現在，社会には普通話の普及に不利な気風がいくらかあります。たとえば，普通話の話し方
を学ぼうとする人が激励されるのではなく，嘲笑をうけるようなことも時にはあります。子ども
たちが家に帰って普通話を話すと，『チョコザイな北京弁』だとか，『ふるさとの恩を忘れた』とか
言われ，父兄からしかられることがあります。われわれの宣伝が非常に不十分なため，普通話普
及の意義と役割りを十分に理解していない人が一般にはまだ少なくないということは，こうした
ことからもよくわかります。」
　これは1958年の第1期全国人民代表大会第5回会議での呉玉章の報告の一節であるが，16年余
を経た現時点のそれと，いかほどのちがいがあるのかと言いたくなるほど，普通話普及はなお不
十分な状態にあったといえる。従って今中国では，あらためて普通話普及の体勢をたてなおし，
教師の再教育を集中的に行なうと同時に，職場や地域に夜の講習会や学習会を組織してその徹底
を図っている。
　上海市では全市区・県の教育部門での普通話教学座談会が開催され，文字改革に関する毛主席
の指示や周総理の「当前文字改革的任務」を学習するとともに，文字改革工作を破壊した劉少奇，
林彪のたぐいのペテン師の罪状を告発し，あわせて普通話教学における経験を交流し合ったとい
う。1973年12月19日には，さらに普通話教学の経験交流会が開かれ，普通話のコンクールも催さ
れたりしている。
　普通話と同時に併音学習の組織化も盛んに進められ，山西省運城地区で「漢語併音教学座談会」
が開かれた。また福建省大田県で「漢語併音学習班」が組織されたことが報ぜられると，各地に
同種の学習班，訓練班が続続と開設されて，まさに研を競うが如き観を呈している。上海の「推
広普通話骨幹学習班」，山西の「語音訓練班」，内蒙古自治区の「漢語併音和普通話訓練班」，河北の
　「漢語併音訓練班」，広東の「語音骨幹学習班」等等枚挙にいとまがない程で，名称はまちまちな
がら，普通話や併音に対する各地の熱心な取り組み方がうかがわれる。河北の「漢語併音訓練班」
では，400余人に対して9日間にわたり集中的な特訓が施されて好成績を収めたという。
　このような併音ならびに普通話の学習運動の高まりの中で，前章で述べたように，中国文字改
一19一
革委員会と中央人民放送局は，大衆の要求にこたえて昨年3月15日より「漢語併音広播講座」を
放送し，広く歓迎されている。テキストの『漢語併音広播講座』は，さきにもふれたように「声
介合母」教学法を採用している。
　同時に本年4月には，『普通話練習手冊』が文字改革出版社から刊行され，普通話の普及に一役
買っている。この小冊子は，主として小学教師の普通話学習を援助するために編写され，小学校
における普通話教学の徹底を図ったものである。普通話普及にとって一つの前進として評価した
いo
VI［．文字改革における批林批孔
　1．批林批孔運動の中の文字改革
　これまで述べてきたように，中国の文字改革は，現在展開されている批林批孔運動の中で，大
衆の手で着実に進められている。漢字の簡略化，漢語排音方案の推進，普通話の普及，そのどれ
をとって見ても，大躍進の時期を思わせる積極性を具体的に見ることができ，今後の成果が注目
される。
　しかしもう一っ注目しなければならないのは，今回の批林批孔運動下の文字改革が，太古の昔
にさかのぼって文字改革の歴史を総ざらいする過程で，大衆的なエネルギーを引き出そうとして
いることである。いま中国人民は，文字改革の歴史の総括を通じ，文字改革を前進させた者と阻
止した者がそれぞれ果たした歴史的役割りを学びとり，現代史をになう自分たちの責任を認識す
ることによって，一層意欲的に文字改革に取り組む決意をみなぎらせている。以下，部分的なが
ら，その歴史的総括を簡単にたどってみることにする。
　2．蒼韻造字説
　伝説によると，漢字を創製したのは蒼頷（あるいは倉頷とも書かれる）で，「生而知書，倣鳥跡
以成文章」（『呂氏春秋』君守）とあるように，生まれながらにして書を知り，鳥跡を見て文字を
創り，文章を成したと言われている。蒼吉頁が黄帝の史官とされたのは『漢書』の古今人表におい
てであるが，『説文解字』の序に明記されて以来，これが人口に謄表されて，あたかも定説の如く
なっている。しかしこれらはいずれも戦国時代にっくられた説話であって，蒼頷の存在は実証す
べくもない。
　中国において最も古い文字が発見されたのは，西安半坂の遺跡からである。半坂遺跡は，新石
器時代の紀元前4千年の仰紹文化期のものとされており，ここからの出土文物の中に，筆画の簡
単な，形状の規律的な各種の符号が20～30ほどあることが知られており，これが最古の文字と見
られている。そうしてみると新石器時代に，はやくも漢民族の祖先は，原始的な言語表現記号を
もっていたことになる。しかしこの漢字の創造を，「生まれながらにして書を知る」蒼頷というひ
とりの天才の発明に帰するのか，それとも多くの労働人民の慧智の結集された成果と見るのかと
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いう問題がある。この点についての中国人民の回答は明解である。「人民，ただ人民のみが世界の
歴史を創造する原動力である」という毛主席のことばで要約できる。
　そもそも天才や英雄が歴史をつくり出すというのは，弁証法的な歴史の発展法則にもとるもの
として，今では中国人民にとって受け容れることのできない歴史観になっている。蒼頷というひ
とりの奇怪な人物に漢字の創造を托して，漢字を神格化し権威づけるのは，まさしく孔子や林彪
のふりまいた「生まれながらにしてこれを知る」という天才論そのものであり，このような神格
化によって作為的に人民大衆を文字の世界から遠ざけ，いつまでもひとにぎりの特権階級の手に
文権を保持しようとねらったものだと見るのである。このようにして旧来の「蒼頷漢字創製説」
は，林彪批判，孔子批判の前に厳しく斥けられている。
　いま假りに蒼頷の名を歴史にとどめたとしても，それは筍子の言うように，蒼頷はひとりでは
なく，多数の蒼頷が幾世代にもわたって漢字をっくり出したのだと解釈する。あるいはさらにこ
の解釈を発展させて，蒼頷こそ人民大衆であり，人民大衆そのものが蒼頷だったと解し，漢字は
人民大衆の手によって生み出されたとするのである。
　ところが人民の創り出した漢字は，その後不幸にして少数の特権階級の手にゆだねられてしま
った。だがどうしても文字を人民の手にとりもどさねばならない。そのためにも今の文字改革運
動を徹底的に推進しなければならないとして，「蒼吉頁作字」をめぐって，中国人民は文字改革への
決意をあらたにしている。
　3．孔子批判
　中国の文字は，甲骨文から現在の漢字に至るまですでに3千年余を経ているが，秦漢時期に隷
書に改められた時を除くと，その発展変化の足どりは非常に緩慢で，大きな変化を殆ど見ること
ができない。その原因は，長い間の儒教による支配体制が祖制を尊び，文字改革を文化の破壊と
見てきたからである。漢字の発展を阻碍してきたのは，孔子をはじめとする歴代の儒家であった。
　昨年来の楊栄国論文を始めとする諸論文の指摘を待っまでもなく，孔子の生きていた紀元前551
年～479年の春秋末期という時代は，ちょうど奴隷制と封建制の交替期に当たる。孔子は，没落
しつつある奴隷主貴族の支配体制の擁護者として終始した。当時にあっては進歩的開明的な役割
りをになって登場した新興地主階級に対して，彼は激しい敵意を抱いて対決した。従って孔子は
ひたすら「克己復礼」にっとめ，亡びゆく奴隷制を救おうと懸命に奔走した。この復古的な逆コ
ースの反革命路線は，当然文字の面にも反映されていた。彼は文字の改革・発展に極力反対し，
これを敵視した。
　春秋末期は，奴隷の逃亡があい継ぎ，奴隷の蜂起もまた絶えず起こり，奴隷主貴族による支配
体制は，どうにも救いようのないところにまできていた。そこに経済力をもった新興地主階級が
登場し，奴隷主貴族にとってかわって新しく権力の座にっこうと動き出していた。奴隷による階
級闘争と新興地主階級による奪権闘争に央撃されて，奴隷制社会は今にも崩壊しようとする天
下大動乱の時代であった。
一21
　この時期は，また諸子百家の時代でもあり，それぞれの異なった階級を代表する各種雑多な思
想集団が形成され，各流派が思い思いに自己の観点の宣伝につとめ，中国思想史上まれに見る盛
況を呈していた。このような新しい思想，新しい事物が次から次へと生み出されては，旧来の漢
字や語彙をもってしては到底表現しきれるものではなかった。こうなると，新しい状況に適応す
るため，新しい文字が大量に造り出されるのは自然のなりゆきであった。これは中国の文化にと
って画期的な繁栄と進歩を意味していた。
　ところが孔子はこれに反対した。その証拠として引かれるのが『論語』「衛霊公第15」の「子日．
吾猶及史閾文也。……今亡〔wti］　夫」である。これは，旧来も諸家が解釈に難渋しているとこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カろであるが，普通は，「吾ナオ（古ノ）史（疑ワシキニアエバ）文（字）ヲ閾キ（以テ知者ヲ待ツ。）……
今ハナキカナ」のように解されている！i3）いま中国では，これを概ね次のように読みとっている。
　奴隷社会の古制によれば，人は古字を用いることが許されるだけで，みだりに新字を造ったり
使ってはならない。「私はもし古字がなければ，むしろそこを空白のままにして書かないことにし
ている。……今はこういうことが行われなくなった。」っまり古字がすたれ「閾文」が行われなく
なったことを嘆いたものである。
　つまり「閾文」どは，社会の発展を敵視して新事物・新思想を絶対に認めようとせず，それら
を記録しなければならない場合でも，そこを欠字にしておくという途方もなく頑固な復古主義で
あって，歴史の発展の方向とはおよそ逆行するものである。ここでは新字の創造も使用も許され
ないし，文字の改革も認めない孔子の一徹な頑迷ぶりが如実に示されている。
　すでに批林批孔運動の中で，社会変革に反対した孔子の反動性については，完膚なきまでに暴
露されているが，ここにまた一つ文字改革をめぐって新たな罪状がっけ加えられることになった。
孔子は，文字の発展を阻み，文字を永遠にひとにぎりの奴隷主貴族の独占物にすることによって，
大衆を文字の世界から締め出した極悪きわまる反動人物だとして，いま中国人民は新たに文字改
革の面から徹底的な孔子批判を展開している。そしてこの孔子批判の中から，あらためて文字改
革への不退転の決意をみなぎらせているのである。
　4．歴代儒家に対する批判
　反動階級の「聖人」孔子の思想は，そのまま歴代の儒家にひきっがれた。彼らはまたいっの世
にあっても孔子と同様，文字改革の反対者として漢字の変革の前に立ちふさがることになった。
なかでも漢代以降の儒家に共通して言えることは，秦始皇に対する攻撃であるが，特に焚書坑儒
とならんで秦の文字統一について非難をあびせていることである。
（1）董仲舘批判
　漢代儒学を確立した董仲舎予は，「罷瓢百家，独尊儒術」を主張して，ついに武帝を動かして百家
を追放し，儒教を国教の地位におしあげた。その後二千年に及ぶ儒教中心の支配体制はこの時に
始まる。董仲舎予は，孔子の文字復古思想を推し載いて，秦始皇の文字統一にあらん限りの非難を
あびせ，漢字の発展に激しい敵意をもやした。漢王朝では，尚書，御史，史書，令史等の官吏が
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置かれ，もっぱら皇帝に呈せられた上書を調べていた。　「吏民上書，字或不正，輯挙劾」とある
ように，官吏や庶民から出された上書の文字にもし「正体」でない文字が発見されれば，ただち
に弾劾したのである。漢代の儒者は，もっぱら儒家の経典の解釈に従事し，古文字の整理に没頭
し，孔孟の道の宣揚にっとめていた。
　（2）許慎『説文解字』批判
　東漢初年，許慎の『説文解字』は，当時のこのような儒者の要求に応えて生み出されたもので
ある。『説文解字』の序に「蓋文字者，経藝之本，王政之始」とある如く，許慎は反動支配階級の
イデオロギーによって文字を解釈し，文字の学を確立したのである。そのため，その後文字学は，
その名も「小学」といわれるように，「経学」の附庸の地位に甘んずることになった。しかしその
後清末にいたる二千年の科挙体制の中で，漢字はすべて『説文』を根拠に論ぜられ，「俗字」「別
字」は厳しく斥けられた。一字でも簡化字を書こうものなら，たちまち科挙の世界から追放され
ることになった。従って人民は，ますます科挙から遠ざけられていったのである。「説解」っまり
文字の解釈も，孔孟の道の敷衛であった。「神，神天引出万物者也」「吏，治人者也，杁一杁史」の
如く，孔子の天命観そのものであり，孟子の説く「労心者治人，労力者治干人」の翻案であった。
特に秦始皇に対しては，「焼滅経書，1條除旧典，……初有隷書，以趣約易，而古文由此絶　」14）と
記すように，焚書坑儒と文字統一を攻撃した。特に秦始皇が，広く民間で通用していた隷書を採
用したことによって「古文これがために絶ゆ」と慨嘆してやまなかった。
　（3）その他の歴代儒家に対する批判
　歴代の儒家からみれば，およそ古いものは孔孟の道に合致して正しく，およそ新しければ，孔
孟の道に背反し，俗なるものとして斥けた。
　漢字もその例外ではなく，唐の顔師古は，『匡謬正俗』を著わし，古を用いて今を匡し，旧を用
いて新を正すことに腐心した。彼の僅孫顔元孫はr干禄字書』を著わし，漢字を「俗」「通」「正」の
三体に分け，俗字は民間で用いられるもので，大雅の堂に登るべからずと卑んだ。これまた許慎
の『説文』から出たものであった。
　宋の蘇載は『秦皇論』において，昔は古文古字があったのに，秦始皇がこれを亡ぼした。秦は
さらに隷書を採用して，日に改革を急ぎ，速成をもって貴しとした。あまつさえ紙を造り簡策にか
えた……等の復古論を展開し，秦始皇の文字統一を攻撃してやまなかった。
　近代に至っても劉師培の如く，隷書の出現によって「古文失われしもの十中八九，これ中国文
字の大厄なり」などと秦の隷書採用をうらむ者さえ現れている。そんなことから『復古編』の著
者のように，とっくの昔に廃されて用いられなくなった纂書を正体とすべしなどという超弩級の
逆行論がとび出したのも至極当然であった。
　（4）儒家の文字改革
　しかし文字の改革に絶対反対の儒家たちも，すすんで文字を改革したことがあった。「聖人」孔
丘をあがめまつるあまり，「丘」の字をそのまま使用することを避けて「丘」と書き，これをQiu
と読ませずMδu（某）と読ませることさえした。
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　これまでも士大夫階級は，文字の使用に厳しい制約を設けてきたが，避誰もまたその一つで，
特に明清のころに至って甚だ厳しくなった。聖人や皇帝の名と同じ字を書くときには，必ず別の
字に改換するか，あるいは欠筆にしなければならないことになっていた。「丘」を欠筆して「丘」
に作り，かつ「某」の如く読ませるなどとは，甚だしい文字の破壊にほかならない。清の雍正年
間には，「丘」姓を名のることも禁じ，これまで「丘」姓だった者を一律に「邸」姓に改めさせる
強権措置さえとったという。あるいは別に「丘」の通用字として，新たに「堆」という字を造っ
たりしたともいう。
　これをもってしても，文字の破壊者が誰であるか明らかであろう。儒教体制の中の少数の特権
者の尊厳のためには，文字の変革は揮ることなく堂堂と行われていたのである。
　それでは次に，儒家たちから目の敵にされている秦始皇の文字の統一，隷書の採用とはいかな
るものであったのか考察してみることにしよう。
　5．秦始皇に対する評価
　秦始皇の評価は，昨年来，世評の注目をあびたように，批林批孔運動の中で大きく変わった。
これまで「暴君」の汚名をきせられ，文化破壊の罪人にされてきた秦始皇であるが，今や中国で
は，儒法闘争史上にお』ける法家体制の推進者として高い評価を与えられている。
　頑迷な奴隷制の擁護者だった儒家と，新興地主階級の側に立った法家の間には，孔子以来熾烈
な闘争がくりかえされていたが，秦始皇は，歴史を逆転させ奴隷制の復活をもくろんだ極右反動
儒家に対し，革命的独裁の鉄詠を加えた。これが「焚書坑儒」の歴史的意味であり，「なにも始皇
帝の生まれもった『凶暴』さによるものではなく，当時の階級闘争の必然のなりゆきであった曾5）
と認められていることからも，批林批孔運動下における秦始皇評価の一端をうかがうことができ
よう。
　しかしこれまで悪名高い秦始皇とはいえ，彼のなしとげた中国統一，貨幣の統一，度量衡の統
一などは，功績としてたたえられてきた。文字の統一も，儒家を除いては高い評価を得てきた。
　春秋戦国時代が奴隷制解体，諸候兼併の天下大動乱の時代であったことは，すでに述べた。政
治経済の激動とあいまって，社会的にも長期にわたる分裂から，文字の差異が生じ，音声のちが
いも生まれてきた。『説文解字』の叙によると，「諸候力政，不統干王，悪礼楽之害己而皆去其典籍，
分為七国，田疇異畝，　車塗異軌，律令異法，衣冠異制，言語異声，文字異形」とあり，秦の統
一以前の数百年間は，すでに各地の諸候国家がそれぞれ独自に政治・経済・文化の体系をつくっ
ていて，言語・文字ばかりでなく諸般にわたって大きな差異が現れていたことがわかる。しかし
先秦時代には各国の間の往来の必要から，上層社会の間では，互いに耳で聞いて理解できる「雅
言」が形成されつっあった。「雅言」は各地の方言を超越した一種の普通話で，これが秦の文字統
一に一つの有利な條件を提供したことは疑いない。
　秦始皇は，紀元前221年，全国を統一すると，李斯の建議をいれ，早速文字の統一にとりかか
った。秦はもともと大築を用いており，当時としては比較的広く通行していたのだが，大簾はか
一24
文字改革と批林批孔
なり複雑な曲線を主体としていたので，李斯らはこれを整理し，かつ改良を加えて新たに小簾を
制定し，これによって文字の統一を断行したのである。
戦国各国の文字が秦の小築に統一された実例
　　　　「馬」の字の書き方の統一
国　名 秦 斉 楚 韓、趙、魏 燕
統一前の各
曹ﾌ「馬」の
? ????? ?? ?
統一後の小築
u馬」の字
?
秦の小築から隷書・楷書への字体の変化
秦の小纂 秦の小簑の草書@（秦の隷書） 漢代の隷書 楷　　書?
㊧9　目β 明
?
（『中国画報』1974年6月号より引用）
　秦始皇は，この小笈を全国に普及させるため，特に李斯らに命じて『蒼頷篇』等の識字教育用
の教科書を編纂せしめ，人びとの学習に供せしめた。特に学齢児童用の識字教科書として広く用
いられ，識字教育を推進するうえで大きな成果を挙げた。
　また秦始皇は，全国各地に記功刻石を建立した。これらの記功刻石には，統一事業や各種の改
革措置が刻まれ，むしろ秦始皇の功績をたたえる恰好の政治宣伝となったが，小築の普及という
点でもよき範本となった。これからもわかるように秦始皇は，中国で全面的な文字の規範工作を
行なった最初の人物であり，李斯は最初の文字改革の提唱者，推進者としてその名をとどめられ
るべきである。
　漢字の発展史上さらに大きな功績は，秦始皇が隷書を大いに奨励し，隷書の発展を促進したこ
とである。
　隷書の起源については諸説あるところであるが，晋代の衛恒は『四体書勢』において次のよう
に言う。「秦既用築，奏事繁多，纂字難成，即令隷人佐書，日隷字。……隷書者纂之捷也。」すなわ
ち，秦朝は小築を採用したけれども，奏事は繁忙をきわめていた。これを筆字で記録するとなる
となかなか手数がかかる。そこで下級官吏が使っている簡体字をかりて書写の効率を高めること
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にした。これを「隷字」という。隷字は筆字を簡略化したものだというのである。
　纂書を早くくずして書くと，「草纂」になる。隷書はこの草筆からさらに発展した書写体であり，
下級の官吏の間で使用されていた。「隷」とは，奴隷を指すとの説もあるけれども，下層の吏員を
いうのであり，書吏とか獄吏などが書写の便から民間で通行していた草筆を使っているうちに，
しだいに新しい字体を形成していった。これが隷書とされている。
　秦始皇は小築で文字を統一しただけでは満足せず，もっと簡易な字体を求め，事務処理の向上
を図ったのである。『史記』の「秦始皇本紀」の記載によれば，秦始皇は天下の事を親裁し，毎日
みずから120斤もの竹木簡に抄写された書類に目を通していたというから，政務は非常に繁忙だ
ったはずである。それだけに自分でも執務効率を高める必要を痛感していたのであろうか，秦始
皇はみずから積極的に草纂を書くことを提唱し奨励した。そのため民間で通行していた草纂を大
いに刺激し，隷書への発展を急速に促がしたのである。
　とかく体制の側にある者は，正式字体以外の文字を卑しむものである。時には嫌悪のあ孝り，
権力をもってその使用を禁じさえする。ところが秦始皇は敢て隷書を採用した。纂書から隷書へ，
今から見れば，これは漢字発展の自明の方向であったが，小筆を制定した直後に，早くもこのよ
うな英明な措置がとられたことをもってしても，秦始皇がいかに傑出した人物だったかを認めざ
るを得ない。
　小築はなお複雑な孤線をもって書かれ，まだ絵画文字の範囲を出ない。いわば古文字の範疇に
属する。これに対し隷書は，円転孤形の筆画を改めて方折の筆画に近づけている。すでに古文字
の象形的要素も薄れ，かなりの程度まで符号化を実現している。われわれが今日使用している楷
書や行書とはさほど甚だしい差異はなく，どちらかといえば近代字の範疇に属する。秦漢の際の
短期間，筆隷併用の時期がつづくが，文字の発展の趨勢はおしとどめがたく，すでに東漢には，
大部分の読書人が小筆の古文が読めなくなっていて，許慎をして「初有隷書，以趣約易，而古文
由此絶　」と嘆かしめているのである。
　漢代の衛宏は『古文奇字』の序で「秦改古文以為筆隷，国人多誹諺」と言っている。しかしこ
こで言う「国人」とはまぎれもなく儒家であり，民衆を指してのことではなかった。もとより変
革を求めた法家の存在は，完全に無視してのことである。儒家は，文化を破壊した悪逆無道の暴
君として秦始皇を誹諺する。しかし実際には文化の破壊どころか，秦始皇がとった政治・経済・
文化等の措置は，現在の批林批孔の中で明らかにされているように，儒法闘争史の観点から見な
おせば，中国の政治・経済・文化にもたらした貢献は極めて大きく，いずれも時代の潮流に適応
した措置ということになる。文字の統一もまたその例外ではない。従って秦始皇は，中国の封建
時代の最も傑出した指導者ということになる。
　今みてきたように，秦始皇が行なった「書同文字」の政策は，漢字の統一・規範化・簡略化な
らびに識字教育の推進のうえで，中国文化史上まれにみる壮挙であり，今日の文字改革から見て
も大いに範とするに足るものがあるのである。
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　6．大平天国に対する評価
　近代に至っても，漢字の発展をめぐって，これを推進する力と阻止する力がぶっかり合ってい
た。前者は太平天国であり，五四運動であり，なかでも魯迅の存在が注目される・後者には衰世
凱・載李陶・劉師培・蒋介石などがおり，いずれも反動人物として厳しく糾弾されている・
　解放後の中国でも，文字改革に反対する者としては，1958年の「右派分子」章伯鈎らがあり，
プロレタリア文化大革命以降では「三家村」グループの都拓・彦沫沙・呉日含があり，「劉少奇・林
彪のたぐいのペテン師」といわれる者がある・
　洪秀全の指導した太平天国革命が，中国史上最大規模の強大な農民蜂起であり，内外を震憾さ
せた事件であったことは，ここにあらためて記すまでもないが，曽って見ない厳しい孔教反対の
施策でも特筆される。洪秀全は農民の革命意識を啓発するために，儒教思想に代表される封建的
伝統観念の打破につとめ，孔孟の妖書邪説はまったくまちがいだらけで，こんなものを読んでい
たらおかしくなってしまう（「甚多差謬，連爾読之，亦被其書教壊了」）として，ついに儒教を厳し
く取り締まり，「尽行焚除，皆不准買費藏読也。否則問罪也」とあるように，秦の焚書を想わせる
厳重措置がとられたという。（16）
　従って太平天国は，儒教の束縛を離れて，大胆な改革を断行することができた。その一つが文
字改革である。太平天国「欽定」の著書や公文，布公，書信，手　などの歴史文献の中から多く
の簡化漢字を見ることができる。
　以下は，『光明日報』1974年7月10日の「文字改革」第29期に紹介された，太平天国の簡化字で
ある。（カッコの中は繁体字である。）
　　　　　　　　　∬珍”　（玲）、“実”　（寅）、“短”（璽）、　“単”
　　　　　　　　（軍）、“称”　（構）、‘‘寺”　（專）、　“洋”　（澤）、
　　　　　　　　“撮”　（報）、　“菜”　（榮）、　“鞍”　（轄）、
　　　　　　　　“阻”（陽）、“云”　（雲）－“萢”　（範）、‘‘鐘”
　　　　　　　　（経）、　‘‘済”　（濟）、“反”（風）、“杯”　（懐）、
　　　　　　　　“革”　（畢）、“変”　（憂）、6カ”（爲）、“杢”?????，??、??）???????、?????????　　
@　
?????
???????? ???? ?????? ? ? ?
も
?????? ?????? ???? ??? ㌦???????
???????
???????
??
?????????????????
カ
） ）?）?） ? ??? ?（ （??
（??（??（??（??（
（萬）、“昼”（事）、　“侍”　（傳）、
“奈”　（東）、“寿”　（壽）、　劣叉”
（計）、‘‘粛”（漁）、　‘‘労”　（労）、
“尽”　（盛）、“吋”　（時）、　“ホ”
（飢）、“誓”（者）、　“リヨ”　（蹄）、
　　　　　　　　　　（難）、　“潤”
　　　　　　　　　　“当”　（當）、
　　　　　　　　　　（儀）、　“屡”
　　　　　　　　　　、　6‘蚤”（雛）、
　　　　　　　　　　（畳）、　“駐　
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（繭）、　“量・’，
“ヒ3”　（得）．
“攻η　（墳）、　畠態”
（討）、“汝”　（該）、
“擶”　（顯）、　‘‘芥”
（種）、　“数”（薮）、
“式”　（威）、　“藩り
（孤fi旦）、a朴”　（撲）
（懲）、　“聴”（聰）、“付”
“り巾，’（帥）、　“朕”（聯）、
（齊）、“亦ワ　（辮）、“神卸
“泣”　（慮）、　“肇”〈壼）、
（陸）、“筑”（澱）、“証”
　このように太平天国の簡化字は，実にその8割以上が，現在の「漢字簡化方案」のそれと全く
同じである。これは今日の漢字簡略化が100年前の太平天国時期にすでに大衆的な基盤をもって
いたことを物語るものである。しかも部分的には，現在の「漢字簡化方案」でも考えられていな
い「う」（事）「β」（得）の如き簡化字を実現させていることは，注目に値する。昨年来，文字改
革の気運が高まる中で，「事」を「う」のように簡略化せよと提案する大衆の声と期せずして一致
する。今後このような簡化字が正式に認められるか否かは別として，書写の際には現実にそのよ
うに形をくずして書かれることが多いのだから，たしかに一考する余地はある。ともかく太平天
国が反儒反孔の闘争を進める中でこのような措置をとったことは，今後の文字改革にとっても貴
重な材料を提供してくれている。従って文字改革の面でも，太平天国は非常に注目されるのであ
る。
　7．魯迅に対する評価
　五四運動は，政治的には反帝・反封建の旗幟も鮮明に，学生・青年の闘いとして展開された。
同時に文化的には，文語に反対し口語を提唱する新文化運動として口火が切られた。
　この時，白話に反対し古文を提唱する尊孔尊儒の保守勢力に，痛烈な打撃を与えたのは魯迅で
あった。彼は中国最初の近代小説『狂人日記』を白話で書き綴ったが，ここでも「人を喰う」儒
教の本質を痛烈にえぐってみせた。彼の諸作品にはすべて，封建礼教に対する激しい憎悪がほと
ばしり出ている。『孔乙己』しかり，『阿Q正傳』またしかりである。魯迅が文学者として中国文学
に偉大な貢献をしたことは万人ひとしく認めるところであり，その戦闘的な革命精神は，今もな
お中国人民の畏敬のまととなっている。プロレタリア文化大革命は，魯迅の革命精神の原点にた
ちかえる運動と言っても過言ではなく，今日の批林批孔運動の中でも，また魯迅の偉大さがあら
ためて噛みしめられている。
　しかし魯迅が熱心な文字改革の支持者であったことにっいて，これまで一般には，それほど関
心を集めているわけではなかった。批林批孔運動は，その意味でも，文字改革における魯迅のす
ぐれた見識があらためて見なおされ，「中国の文化革命の闘将」としての魯迅がまた一段とうきぼ
りにされている。
　魯迅は，『門外文談』の中で「将文字交給大衆」と叫んだように，文字を大衆の手に渡そうと心
から願っていた。そのため彼は，漢字の改革と「拉丁化」に非常に積極的であったし，同時に彼
自身が早くからその実践者でもあった。『阿Q正伝』にあるように阿Q，小Donなど中国で最も
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早い時期にローマ字を使用したのも彼である。また彼の手稿の中でも，大胆な漢字の簡略化を独
自に試みている。数列を挙げれば，次の如くである。（カッコ内は繁体字である。）
　子細（仔細）　辮槍（辮論）扁額（匝額）　辮子（辮子）　波菜（茨菜）　蒲陶（葡萄）　草冒（草帽）
　そのほか次のように一点一画を省略した簡体字を独自に使用していた。以下数例を挙げる。今
後の簡化工作にかなり参考になりそうである。
　　　恭，添，慕暴　里陣，塾，昭　m・m・真・度　社・ネ児・初紳
　　　族，僅，卑，碑，骨，丸（乱）
　魯迅の文字改革論は，単なる思いつきから出たものではなく，深い学識を背景にして，太古か
らの漢字発展の歴史を総括する中から生み出されたものであった。『漢文学史稿』や『門外文談』
の中で指摘するように，漢字の成り立ちについても，大衆が長い時間をかけて造り出したもので，
みんなの諒解が成り立って広く流行するようになったのであり，漢字の作者を特定の者に求める
ことはできず，その功をひとりの聖人に帰すことは全く臆測でしかないとして「蒼頷造字説」を
否定している。（文字成就，所当綿歴歳時，且由衆手，全群共喩，乃得流行，誰為作者，殊難確指，
帰功一聖，亦免臆之説也。『漢文学史稿』）このように文字は人民の問から芽ぶいたものであったの
に，その後特権者の手に握られてしまった。（文字在人民間萌芽，后来却一定為特権者所牧撹。『門
外文談』）しかし文化の改革は長江大河の流れの如く，これをおしとどめるすべはない。漢字は必
ず人民の手にとりもどされねばならず，それには漢字の簡略化は避けがたく，ローマ字化に向か
うこともまた必然の趨勢と魯迅は見ていたからである。
　8．右派分子と「三家村」に対する批判
　1949年10月，新中国の誕生と同時に，中国政府はいち早く文字改革の準備に入り，1956年あい
ついで「漢字併音方案草案」，「漢字簡化方案」を発表し差が，これはっとに魯迅の指摘した文字
改革の方向に沿ったものと見てよい。しかし右派分子の章伯鉤・羅隆基らは，盛んにこれに反対
した。1957年，国務院に対し，ただちに「漢字簡化方案」を撤回せよと要求した。文字改革はわ
ずか数人の熱心な連中が戸を閉めてやっているにすぎず，大衆性がないと攻撃したうえ，簡化字
はまったく「摘糟了」（ヘマなことをしてくれた）とくさした。また将来のローマ字化に対しても
「将漢字改革為併音文字，我是懐疑的」とも言って否定的な態度をとった。結論からいえば，こ
れは周恩来が指摘するように「右派分子が文字改革を攻撃したのは，いうまでもなく・ほかの目
的があったのだ。彼らは，これをタネに党と政府を攻撃しようとしたのだ」として逆に反右派闘
争を展開する中で一層文字改革を推し進めた。その結果大衆の熱烈な支持のもとに，1958年「漢
字併音方案」をかちとっているのである。
　プロレタリア文化大革命の当初，反革命修正主義分子として批判された登β拓・彦沫沙・呉晧ら
の「三家村」グループも，文字改革の面で厳しい批判を受けている・「今広く行なわれている簡化
字は，全くなっていない」（現在流行的簡化字実在要不得）あるいは「なんびとも根拠なくして簡
化字を乱造してよいということではない」（不是任何人都可以毫無根拠乱造簡化字）などと言い・
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また簡化字工作は「軽率を免れない」と攻撃したという。ここでも大衆は，文字改革に反対する
者の反動的実質を，歴史の経験を総括する中で学びとっている。
　9．劉少奇・林彪のたぐいのペテン師に対する批判
　さて「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」といわれる者たちは，文字改革に対していかなる言
動をとったのであろうか。彼らの言行録としては，次のようなことばが挙げられる。
　　（1）将来是要吃大彪的。
　　（2）一百年不推広普通話也死不了人。．
　　（3）中国人志麿還学中国語言。
　　（4）奴才思想
　これらのことばの典拠は明らかにされてはいないが，（1）の「将来きっと大失敗をなめるだろう」
というのは，漢字の簡化工作について言われたものであり，②と（3）は，いずれも普通話の普及に
っいて言われたもので，（3）は陳伯達のことばだということになっている。（4）は併音について言わ
れたものである。（3）を除いて，（1），（2），（4）のいずれも誰のことばか今のところ正確にはわからな
いo
　今は批林批孔運動のさなかのことでもあり，これらのことばは特に民衆の間に浸透しているよ
うで，これに対して大衆は激しい怒りをぶちまけて「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」を批判
している。これらの「ペテン師」は政治的には資本主義の復活を策し，文化的には文字改革に反
対し，守旧復古の立場をとった。これは孔老二の反動綱領「克己復礼」とえらぶところはない，
といった批判がそのあらましである。
　中国での林彪批判は，当然のことながら「政治」の力がストレートに作用してすさまじいもの
がある。「資産階級野心家，陰謀家，反革命両面派，叛徒，売国賊」ときめつけられ，党権の纂奪，
プロレタリア独裁の転覆，資本主義の復活を策したとされている。しかも古を借りて今をそしる
手口を弄し，秦始皇の行なった「焚書坑儒」を攻撃し，これにことよせて，プロレタリア独裁を
攻撃したというのである。その故に林彪は「孔老二」の忠実な信徒と断罪され，孔孟の道「克己
復礼」を吹聴してまわり，はては「天才論」「天命論」をふりまわすに至ったというのである。林
彪批判の中でしばしば例に引かれることばであるが，彼は「我的脳袋長得好，和別人的不一様，
特別霊」などと口ばしり，自分を「天馬」になぞらえ「天才」と称する一方，大衆はただ「恭喜
発財」を知るのみであり，「忽様摘銭，忽様槁米、油塩醤酷柴、妻子児女」と考えているだけだと
いう「上智下愚」の「天命論」を展開し，大衆蔑視の態度をかくそうとしなかったという。プロ
レタリア文化大革命を推進した林彪からは到底及びもっかぬ言動で，全く別人を思わせる。
　実際に林彪が，「わしの頭は生れっきよくて，ほかの奴とはデキがちがうのだ。特別回転が早い
ときている」と言ったとしても，それがなにかの調子で冗談として言われたものなら，一場の愛
敬として笑ってすませられもしようが，もしみずからを「天馬」「天才」になぞらえてのことだと
したら，全く鼻もちならぬエリート意識と言わねばならず，ましてや大衆を金もうけや生活の
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ことしか考えない愚昧なものとして見ていたとするなら，それはゆゆしき大衆蔑視であって・人
民大衆を主人公とする中国の国是にも甚だしくもとる。厳しく糾弾されるのは当然である。
　しかしこれらの林彪のことばが，いっいかなるとき，いかなる状況のもとで，いかなる文脈の
中で言われたものか明らかではない。しかもそれが，伝えられるところのプロレタリア文化大革
命以前の林彪の言動からは，全く想像もできない暴言であるだけに，いま中国で行われている林
彪批判をそのままうけとめるには，どうしても大きな躊躇を感ぜざるを得ない。
　しかし中国では今や批林批孔運動の中で，林彪の実質を極右反動の政治ペテン師としてとらえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bている。これまでの林彪批判は，初め左翼冒険主義の誤りを犯したとして批判された陳伯達批判
のあとをうけて，形は左，実は右という二面的なとらえ方で批判されてきた。っまり九全大会後
のいわゆる批修整風は，いうなれば「批陳整風」と見ることができるし，十全大会後の「批林整
風」も，整風の理論的基調としては「批陳整風」の延長線上にあったように思われる。ところが
批林批孔の現段階では，林彪は，形も実も，ともに極右反動として論断されるに至った。従って
現今の林彪批判は，しばしば「林彪という政治ペテン師は，本も読まず，新聞も読まず，文献も
読まず，全く何の学問もない大党閥，大軍閥」というような言い方で，驚くべき林彪の実質的な
側面を暴露するのである。
　だがプロレタリア文化大革命の勝利をうたった九全大会では，毛主席を首とし，林彪副主席を
副とする中共の指導体制をうたいあげ，かつ高らかに勝利と団結の大会と宣したのに，一転して
中国の党と国家は，かくも低次元の人物に党権と政権を纂奪されたことを全世界にさらけ出すこ
とになってしまったわけである。少なくとも中国共産党党中央としては何らかの形で自己批判が
あってしかるべきとは思うのだが，十全大会はこの点に全然ふれていない。また林彪の最期が最
期だけにクーデター計画の失敗，逃亡，飛行機事故という異常な顛末にっいて，その真相は全面
的に公開されておらず，なお多くは謎に包まれたままである。従って林彪批判の論理的展開には，
第三者を納得させるに足る説得力にどうしても欠けるところがあるのはいなめない。事実，孔子
批判の周到な論証にくらべると，林彪批判の場合は，その論理の展開にかなり見おとりがする。
　同様に文字改革に関する「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」の発言にしても，上記の（1）～（4）
を論拠にして考察するのでは，第1に，決定的に材料不足である。第2は，これらの発言の文脈
上の問題がある。いつ，いかなる状況のもとで言われたも’のか，典拠は一っも明らかにされてい
ない。従ってこのような出所不明のわずか4例の片言隻語から立論するのでは，いささか不安が
つきまとう。
　第3に，「劉少奇のたぐいのペテン師」「林彪のたぐいのペテン師」とは，一体だれを指して言っ
ているのかという問題がある。具体的に名まえが浮かび上った「ペテン師」は，陳伯達ひとりで，
それ以外にどんな高級幹部がいたのかは，一切明らかにされていない。もとより大衆レベルでは，
　「わが校における劉少奇のたぐいのペテン師」といった言い方で批判のやり玉にあがった者も少
なくないようだが，どのような「ペテン」を演じたのかとなると，これも殆ど具体的に明らかに
されてはいない。劉少奇が名ざしで批判打倒されるまでには，「資本主義の道をゆく実権派」，つい
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で「中国のフルシチョフ」という言い方で批判がすすめられたが，今回は「劉少奇のたぐいのペ
テン師」から批林批孔に至って，「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」と名構は変わったものの，
なお不特定のままで名ざしには至っていない。そのためどうしても彼らの反動的な実態を鮮明な
映像として描き出すことができないうらみがある。今後中国側で，もっと豊富な論拠を提供して
くれることを望みたい。
　しかしそれにしても，文字改革に関する「劉少奇・林彪のたぐいのペテン師」のことばは，上
記の（1＞～（4）のどれをとっても，文字改革のめざす方向に逆行するものであることにかわりはない。
いかに糾弾されようとも，弁護の余地は全くない。
む　す　び
　これまで見てきたように，文字改革の歴史をふりかえって見た時，そこには変革と復古の闘争
の歴史があることがわかった。いま中国人民は，批林批孔を推進する中で，歴史の経験を総括し，
復古の道を絶対に歩んではならないと固く決意している。文字改革も，今や後退は考えられない。
今後の動きを期待をもって見まもりたい。
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一、二年級小学生狼批《三字鍾》
　　　　　　　（一）
《三字jing（祭）》，　hai（害）入jing（％），
11（里）面gti（鼓）chui（吹）k6ロ9（孔）皿eng（孟）
　dao（道），
hai（害）入真不qing（軽）！
《三字jing（％）》，hai（害）人jing（経），
t6ng（同）学fi1皿a（幸・）起bl（箋），
1艮狼批穿U　《三字jing　（≦≧…）　》　，
shi（誓）倣革命jie（接）ban（班）入。
　　　鐵馨糠芙嚇
（二）
《三字経》，反劫鐘，
da（毒）hai（害）6r（JL）t6ng（童）真不qlng（軽）。
‘‘??浮≠氏i愚）liang（梁），　zhui（錐）ci（刺）9丘
　（股）”，
力了倣官去挽命。
我僧ya皿（眼）亮心几ming（明），
杁小懐お力人民，
長大接班干革命。
　　　壷奎薩室懇命娩
（三）
《三字軽》，鴉人％，
毒害青少年罪不軽！
‘‘人之初，性本shan（善）”，
宣揚‘‘天命”把人鶉。
‘‘ﾌmeng（孟）母，　ze（揮）郁妊”，
力的是辻几子徹大官。
鉦小兵，jue（覚）wa（悟）高，
口zha（珠）箸伐当拾炮，
誓走上山下多的金光道。
　　杭州市天長小学二年級王　戎
　　　　注：他伯不会写的双字都用耕音代替，
　　　　　　括号内的双字是錦者加的。
???????????????????????????????????〜?
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一32
文字改革と批林批孔
　漢字の精簡は，漢字の性質からいって一挙に進むというわけにはゆくまい。だが同音代替の方
法を中心に整理され簡略化されていくことだろう・
　普通話と排音も，「革命のために」という意気ごみで学ばれているから，今よりも格段に普及し
ていくことだろう。将来，過渡期の現象として案外早く，部分的にローマ字化が実現する可能性
がある。
　前頁にかかげるのは，『光明日報』1974年11月25日の「文字改革」第38期にのった小学1年生と
2年生の『三字経』批判の詩である。知らない漢字はすべて併音で記されている。（）内の漢字
は編集者によって添えられたものであるが，併音で記されたとしても，これらは今批林批孔運動
の中で小学生でも使っているようなことばであるので，読んでわからないことはない。
　これはたまたま低学年の小学生が知らない文字を併音化したものだが，将来，漢字が廃されて
ローマ字化が完全に実現されるまでの過渡現象として，このように漢文中にローマ字をまじえる，
いわば漢字ローマ字まじり文が実現される時が予想されることを示している。
（注）
（1）2，238字とされているが，筆者が数えたところでは，『簡化字総表』の四角号磯索引には，2・322字の
　簡化字が収録されている。しかしこれには「t」などの簡化偏労を含めていない。
（2）呉玉章「当面の文字改革と漢語表音案についての報告」（『中国の文字改革』外文出版社，北京1958年）
（3）「文字改革」第3期（『光明日報』1973年6月10日）所収。
（4）同上第14期（『光明日報』1973年11月25日）所収。
（5＞林西「簡化漢字要多用同音仮借的方法」（『光明日報』1973年6月25日「文字改革」第4期）
（6）漢語併音では，血i，chi，　shi，　ri，　Zi，　ci，　si，　yi，　yin，　ying，　ye，　yu，　yue，　yun・wu　など分
　解して読めないものがある。このようにひとまとめにして読む音節をいう。なお・y，wは，排写規則
　ではi，Uの隔音作用として用いられるものである。しかし今中国の併音教学では，　y，　Wを声母とし
　て教えている。
（7）丁福増「学習和教好漢語併音」（『光明日報』1973年9月10日「文字改革」第9期）
　　江蘇省呉県長橋公社竜橋小学語文教研組「従実際出発，教好漢語排音」（『光明日報』1973年8月10日
　「文字改革」第7期）
（8）符菊英「努力学好普通話」（『光明日報』1973年5月25日「文字改革」第2期）
（9）曽解安「学好普通話是革命的需要」（『人民日報』1973年12月17日）．
（1①　沈祥源「我急様進行普通話教学」（『光明日報』1973年9月25日「文字改革」第10期）
（11）湖南省湘潭県教育組・教師輔導立占「学校応当重視普通話教学」（『光明日報』1973年7月10日「文字改
　革」第5期）
（12）趙峻防「学校是重点，教師是関鍵」（『光明日報』1973年7月25日「文字改革」第6期）
　　河南省開封市革委会教育局「教学新風」（『光明日報』1973年9月10日「文字改革」第9期）
（13｝竹内義雄（訳註）『論語』筑摩書房1968年刊
（14）許慎『説文解字』序
㈲　羅思鼎「秦王朝成立過程の復権と反復権の闘争一あわせて儒法論争の社会的基礎について」（中国
　通信社訳『孔子批判』東方書店，1974年）
（16）蓑成源「太平天国的反孔闘争推動了漢字改革」（『光明日報』1974年7月10日「文字改革」第29期）
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The　Chinese　Language　Reform
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and
the　Movement　to　Criticize　Lin　Piao　and　Confucius
Fukuo　Iwasaki
　　　　　In　this　paper　the　author　not　only　will　discuss　the　problems　involved　in　the　simplifi・
cation　of　Chinese　characters　but　also　will　consider　th6　movement　to　criticize　Lin　Piao　and
Confucius　seen　from　the　viewpoint　of　the　Chinese　languag’　e　reform．
　　　　　The　government　of　the　People’s　Republic　of　China　othcially　began　preparations　to
reform　the　Chinese　language　and　script　just　at　the　same　time　when　the　People’s　Republic
was　established　in　1948．　As　result，　the　following　three　stages　were　accomplished　in　the
course　of　the　reform　programme：
　　　　　1．In　1956，　the“Hanzi　Jianhua　Fang’an”　〔the　Plan　for　Simplification　of　Chinese
　　　　　Characters〕was　promulgated，　and　simplified　characters　were　adopted；
　　　　　2．In　1958，　the　“Hanyu　Pinyin　Fang’an”〔the　Chinese　Phonetics　Plan〕　was
　　　　　promulgated，　and　a　phonetic　alphabet　was　created；．and
　　　　　3．The　Northern　dialects　with　the　Peking　pronunciation　were　adopted　as　the
　　　　　standard　language，　and　vigorous　efforts　were　made　to　popularize　the　common
　　　　　speech　throughout　China．
Thenceforth　the　programme　to　simplify　the　characters　was　continuously　set　forward　by
the“Wenzi　Gaige　Weiyuanhui”〔the　Comrnittee　for　Reforming　the　Chinese　Written
Language〕until　1964，　but　after　that　year，　any　official　attempts　have　not　been　made　by　the
government．
　　　　　While　among　the　masses，　the　language　reform　movement　has　been　powerfully
continued　through　the　Great　Proletarian　Cultural　Revolution　and　the　movement　to　criticize
Lin　Piao　and　Confucius；and．　a　great　number’of　simplified　characters　are　being　created．
Especially　recently　while　the　ancient　unification　and　standardization　of　Chinese　characters
by　the　Shih　Huang　Ti〔the　First　Emperor〕　are　highly　appreciated，　criticism　of　Confucius
and　Mencius　and　their　followers　of　the　past　years　is　provoked　among　the　masses．　By
deepening　criticism　of“Liu　Shao－chi，　Lin　Piao　and　other　political　swindlers”who　stood　in
opposition　to　the　Ianguage　reform，　the　Chinese　people　show　their　fixed　determination　to
push　further　the　language　reform　movement　hereafter．
　　　　　　The　current　Chinese　language　reform　movement，　which　is　being　carried　forward　by
the　masses，　involves　in　itself　elements　that　may　add　a　great　deal　of　confusion　in　the
Chinese　characters　in　one　way，　but　in　the　other　it　clearly　shows　the　trends　that　the　Chinese
language　and　the　writing　system　should　be　reformed．　The　author　athrms　that　the　Chinese
language　reform　movement　will　show　marked　progress　in　the　future．
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